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年会・総会報告

●２０１０年度日本地球化学会第５７回年会実施報告

日本地球化学会年会実行委員会委員長

福岡孝昭（立正大学・大学院地球環境科

学研究科）

２０１０年度日本地球化学会第５７回年会は９月７日�か
ら９日�の３日間，立正大学熊谷キャンパスで開催さ
れた。関連した講演会やショートコースを含めた日程

は次のとおりである。

５日�：２０１０年度日本地球化学会市民講演会
「地球と月の環境・資源を調べる化学マップ」

場所：立正大学熊谷キャンパス

アカデミックキューブ１階 A１０１教室

主催：日本地球化学会

共催：立正大学

６日�：第５回日本地球化学会ショートコース
場所：立正大学熊谷キャンパス

アカデミックキューブ４階 A４１７教室

７日�～９日�：日本地球化学会第５７回年会
主催：日本地球化学会

共催：日本化学会，日本鉱物化学会，日本質量分

析学会，日本地質学会，日本分析化学会

助成：立正大学

年会の参加登録者数は４２１名であった。名誉会員３

名，会員２６２名（共催学会の会員も含む。この内学生

が６９名），会員外１５６名（内学生が７７名）であった。発

表件数は２１のセッションに対して２９７件（口頭発表２１３

件，ポスター発表８４件）と３件の受賞講演（柴田賞，

日本地球化学会賞，日本地球化学会奨励賞各１件）で

あった。また，１４の企業が展示を行い，１５の企業が講

演要旨集に広告の掲載を行った。

年会の運営は，セッションの公募，講演要旨提出に

よる講演申込完了（講演申込と講演要旨原稿提出の同

日締切日，７月１６日），講演要旨の年会前の J-STAGE

公開と講演要旨集の事前送付無し，など基本的には

２００９年度年会の方式を踏襲した。年会HPの作成・管

理・参加登録料等の徴収，講演申込と講演要旨原稿の

受付，講演要旨集作成も，昨年までと同様に国際文献

印刷社に委託した。

年会会場は熊谷キャンパスのアカデミックキューブ

の１階入口に受付を設け，２階の教室５部屋とロビー

を中心とし，茶菓（今回はドリップコーヒーも供され

た）の提供，企業展示も同じフロアで行った。編集委

員会等は３階の小教室で行われた。なお，前日（６日

午後）の評議員会は３号館（地球環境科学部棟）１階

の大学院セミナー室で行われた。

ポスターセッション会場は，アカデミックキューブ

に隣接するスポーツキューブ１階軽運動室で行われ

た。今回は会場が広めであったので，ポスターを２日

間掲示することができ，２日間のコアタイムを中心に

活発な議論が行われた。

今回の日程は，海洋学会の日程とまったく同じで

あったためか，発表件数が昨年より５０件程少なかっ

た。しかも“暑いぞ熊谷”そのものの暑さが続く天候

に参加者数の減少が心配されたが，参加者総数はわず

かではあるが昨年を上回った。これは東京に近いこと

が関係しているのであろう。

年会初日の１８時からは将来計画委員会による恒例の

夜間集会が開催され，「Goldschmidt Conference日本

開催に向けた準備と６０周年活動」，「地惑連合，化学連

合への積極対応」，「出版，特に GJについて」，「その

他」と，会員活動の活性化等学会の将来についての熱

心な議論が，最終バスの時刻（２２時）が迫るまで活発

に行われた。会場は大学との交渉で多少の飲食ができ

る会場（床材の関係でセッション会場では飲食不可）

として，１階インターネットカフェで行われ，例年の

ように飲み物とつまみが用意された。会場の広さ，雰

囲気は夜間集会に適していたと思われたが，スクリー

ンが小さく，窓に映写することで見にくかった点は申

し訳なく思っている。

２日目の午後は総会に続き，奨励賞の福士圭介会員

（金沢大学），学会賞の鈴木和博会員（名古屋大学），

そして柴田賞の角皆静男会員（北海道大学名誉教授）

による受賞講演が行われた。受賞講演の後，１８時すぎ

から，懇親会をステラ食堂で行い，増田彰正名誉会

員，小嶋稔名誉会員，綿抜邦彦名誉会員をはじめとし

て２００名を超える参加者があった。会は元立正大学教

授であった綿抜名誉会員の乾杯の音頭もあって，話が

盛り上がった。また，優れたポスター発表を行った日

本地球化学会学生会員に若手ポスター発表賞として賞

状と副賞（学会マグカップ）を贈呈した。会の最後に

は海老原会長の音頭で年会開催を支えてくれた立正大

地球環境科学部の学生たちに拍手が贈られた。

本年会では学生会員の発表がポスターに片寄ること
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を防ぐことを考え，若手発表賞として，これまでのポ

スター発表賞のみでなく口頭発表賞を加えた。講演申

込みに当たり，学生会員に両賞へのエントリーをして

もらった。エントリー総数は４３件で，ポスター発表賞

３件（中田亮一（広島大），吉村寿紘（東大），今井崇

暢（東工大））と口頭発表賞４件（嶋本洋子（広島

大），尾崎和海（東大），岡林識起（東工大），深海雄

介（東工大））が選ばれた。ポスター発表賞の表彰は

年会懇親会で行われ，口頭発表賞は学会ホームページ

に掲載することで表彰式に替えた。

年会に先立つ５日�午後には，市民講演会「地球と
月の環境・資源を調べる化学マップ」を行い，熊谷市

周辺の一般市民等８０名の参加があった。講演会では田

中剛会員（名古屋大）による「地球化学マップとは」，

荒井朋子会員（千葉工大）による「月面の化学マッ

プ」，福岡孝昭会員（立正大）による「立正大学での

地球化学マップ作り」の３講演が行われた。田中会員

は今夏熊谷を上回る暑さの岐阜県多治見から来たこと

から話しはじめ，さすがの話し上手に感心した。市民

講演会の広報は立正大学の公開講座参加者リスト，近

県の高校の理科教員宛を中心にチラシが配布された。

参加された高校理科教員からの質問は本質的なもので

あった。なお，参加者にはこの講演会用に作成したカ

レンダー（一面が立正大作成の埼玉県秩父地域の地球

化学図と西洋暦，他面が月面の化学図と太陰暦）が配

布された。このカレンダーは年会参加者全員にも配布

された。

本年会ではネームカードを短冊形色紙から名刺大と

し，首から下げるものに変更した。これは女性服や夏

期の男性服に適当な胸ポケットがない場合が多いこと

を考えた結果である。名刺大のネームカードの色は例

年のように講演要旨集の表紙の色にほぼ揃えた。名刺

大だと色紙を用いないで色も印刷することでカードを

低価格で作成できたので，会計にも大きく貢献した。

今回の年会実行委員会（LOC）は立正大学の会員

（川野良信，藪崎志穂，楠野葉瑠香，福岡孝昭）の他，

相沢省一（群馬大），大隅多加志（電中研），尾嵜大真

（パレオ・ラボ），新正裕尚（東経大），瀧上豊（関東

学園大），薬袋佳孝（武蔵大），米田成一（国立科博）

の諸会員（東京の西北方向の機関に所属されている会

員で所属機関の会員数が１名しか居られない方々），

平田岳史（京大）会員，そして学会から鍵裕之（東大）

会員が加わって組織された。これらの LOCメンバー

により，プログラム，会場，受付，懇親会，企業受付，

会計，アルバイト，市民講演会等の係を分担して運営

された。メンバーの大活躍で，本年会の運営がスムー

ズに行われた。今後今回の方式で小機関での学会開催

が可能であることが示されたと考える。

年会共催をご快諾いただいた５つの学会にお礼申し

上げる。日本分析化学会は，今年度から共催いただい

た。企業展示及び広告の掲載にご協力いただいた企

業，そして助成金をいただいた立正大学にもお礼申し

上げる。さらに立正大学の事務部門からも多大なご協

力を得た。会場使用，バスの運行などがスムーズに行

えたのは彼らの協力があったからである。今大会では

学会からの依頼により，立正大学熊谷キャンパス社会

福祉学部の協力で「子供の一時預かり所」が年会とし

ては初めて準備されたが，利用者がなかったのは残念

であった。

セッションを提案いただき，各セッションのプログ

ラムをアレンジいただいたコンビーナーの方々のご尽

力も大きな力となった。充実した年会になった基礎と

して記させて頂きます。最後に多数の方が参加され，

年会を盛り上げていただいたことに感謝いたします。

●２０１０年度日本地球化学会夜間セッション実施報告

将来計画委員会委員長 吉田尚弘

（東京工業大学・大学院総合理工学研究科）

本年度日本地球化学会年会初日２０１０年９月７日，午

後６時半から約３時間ほど，立正大学熊谷キャンパ

ス，アカデミックキューブ１階インターネットカフェ

において，約７０名が参加し夜間小集会が開催された。

このセッションは日本地球化学会将来計画委員会の責

任のもとで例年，開催されるもので，今年は以下に述

べる３つの課題について議論した。限られた時間内で

集中した議論を行うため，メール等による審議を通じ

て予め議題を絞り込み，今回の夜間集会では報告とし

て科研費・学振の動向，および会員活動の活性化を，

議題として，ゴールドシュミット国際会議誘致，日本

地球化学会創立６０周年などの行事関係，惑星連合・化

学連合との関わり，出版についての３つを取り上げ

た。以下に議題と参加者による議論の要約をまとめ

る。

（報告１）科研費と学振 DC/PDの申請数の推移につ

いて（話題提供：吉田副会長）

これから約２年で大改訂があり，今後１０年の分科細

目が決定されることになっている。学振より依頼があ
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り，本学会長名で，細目項目変更に対して，地球宇宙

化学の存続と発展をしたいとし，キーワードは地球化

学講座に沿った変更を行い，報告した。環境学（現

在，複合・新領域の１分科）の大幅な改訂があり，集

約されて系または分野となる可能性がある。過去８年

間の地球宇宙化学細目の科研費および DC/PD申請は

漸減傾向にあるので，会員の積極的な提案を期待した

い。

（議題１．１）ゴールドシュミット国際会議日本開催に

ついて（話題提供：吉田副会長，松久監

事，海老原会長）

今後のゴールドシュミット国際会議の予定は２０１４年

（サクラメント）まで決定している。本会としての５０

周年の際に，綿密な準備を行って，倉敷で開催した。

２０１３年に日本地球化学会は６０周年を迎えることもあ

り，その年に拘らず，そろそろ日本開催を企画し始め

て良い時期に来ている。

ゴールドシュミット国際会議倉敷開催（２００３年）当

時の準備・実行について，実行委員長であった松久監

事に資料等を交えて紹介していただいた。準備には４

年くらいが必要で，個人ベースでは世界で活躍してい

る研究者は多いが，チームとしての受け入れ組織体制

を取ることが必要である。当時と同様，現在も，まだ

そのような態勢は取れていないのではないか，欧米以

外での開催となるとアジア・オセアニア地域におい

て，日本，中国，オーストラリアなどとの競合になる

であろうことなどが紹介された。

海老原会長から，今年の会期中に GS代表と相談し

たところ，中国が２０１５年開催に向けて準備しているこ

と，１０月に中国の執行部と会談し今後の相談を行う予

定であることなどの発言があった。

欧米に対してアジア・オセアニアで連合を組み，第

三の核としてゴールドシュミットを開催してはどう

か，６ないし１２年ごとに日本で開催するのが良いかも

しれないという方向性が出された。

（議題１．２）本会６０周年について（話題提供：鍵企画

幹事，吉田副会長）

５０周年では学会創立記念事業として年会（２００３～

２００４）で５０周年記念講演を実施（エピソード，支えた

人々，活発な関連研究者として，高橋氏（東工大），

森田氏（環境研）が講演）し，企業・個人２０社２０人に

感謝賞（技術功労賞）を授与した。他に，地球化学講

座企画（本年度全巻出版完了），ロゴマーク制定を

行った。

これに対して，１）６０周年では何をするか，ゴール

ドシュミットを２０１５年以降の早い時期に開催するか。

２）６０年は別段，節目ではないのではないか。むしろ

向こう１０年間，地球化学会が現在の形で維持できるか

どうかを議論すべきタイミングではないか。３）年会

を他学会とジョイントして開催することも検討すべき

か。４）GJに review論文を書いていただく，例え

ば，地球化学会を支えて来られた方（還暦近辺の方な

ど）にきちんとした英語のレビューを書いていただ

く。などの意見が述べられた。

議題１について，総意としては，ゴールドシュミッ

ト国際会議に毎回，積極的に参加・支援すること，ア

ジア・オセアニア地域での情報交換を密にすること，

比較的近い将来に日本開催を期すこと，６０周年につい

ては企画幹事とともに，何か発展的な目的を持ってや

れるものを実行する方向で検討していくこととなっ

た。

（議題２．１）地惑連合との関わりについて（話題提

供：川幡地惑連合理事，下田・鈴木連合

大会プログラム委員）

川幡会員から惑星連合発足の経緯の説明があった。

１）文科省との関わりが窓口として機能するよう変化

してきている。２）AGU，EGUに対する JpGUと

して，外国に対する日本の地球惑星科学の発信が主た

る目的である。３）学問５分野（サイエンスセクショ

ン）に分類を行い，セクションごとにも発展。４）

ジャーナル IF５以上を目指す。５）連合大会，国際

セッション５００人以上の外国人を目指す。秋は各学会

で，春のみ開催する。６）科研費細目の変更の時には

地惑連合にも問い合わせがくる。古生物学会は生物学

の細目に入ると壊滅状態になるので，連合に積極的な

参加をして存続している。７）春の大会ではセッショ

ンを多く提案すべき。８）地惑連合は e-reviewを出

版し e-letterは出版しない可能性もある。e-letterは

GJや EPSと重複・競合する可能性が高く，また IF

５以上は到達が難しいとの判断かも知れない。佐野会

員（地球化学協会の理事）から三宅賞（地球化学協

会）に関する動向が報告された。三宅賞を惑星連合と

して授与する可能性がある。三宅賞は地球化学会賞よ

りも歴史があるので地球化学会関連の研究の評価とし

ては影響力が強い。地球化学会としてどう差別化をす

るかを検討すべきではないか。

これらに対して，以下のような意見があった。１）

連合大会での国際化に対して，惑星連合は日本の学会
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であるので，外国向けに行うのであれば別の学会を開

催すべきである。JpGUを EGU・AGUと競い合うな

ら，真剣に英語のみの国際学会を開催すべき。２）連

合大会の英語セッションに関して，JpGUの英語セッ

ションは大型予算で使われている。サイエンスとは異

なる議論が必要である。３）日本語だけでいいのか。

IODPなどの国際プロジェクトでは海外との競合で普

段からの付き合いなどで信頼関係が構築でき，研究グ

ループに加えてもらえることがある。その信頼関係が

ないために申請が却下されることもあるのではない

か。４）JpGUと AOGSの関係について質問があっ

た。AOGSは商業的なので参加登録費が高い。規模

は数百人と小さい。中国が国際学会をはじめると台湾

は吸収されるかも知れない。AOGSは組織も脆弱で

サイエンスのレベルもまだ決して高くなく，JpGUと

一緒にはならない。

下田・鈴木委員より，惑星科学連合と地球化学会の

新たな関係構築にむけての提案があった。１）連合大

会のセッション提案を行い，かつ年会と両立するこ

と。２）連合１６７セッションの内，地球化学会は数個

である。３）セッション制の実施で各学会の存在感が

低下している中で，本会の存在感をどのように示すか

（セッションの拡充や，GJの充実などが考えられ

る），孤立は望ましくない。４）現状では連合参加数

は少ない（年会にだけ出ればよいとする人が多い）。

５）固体地球化学セッションはラジカルセッションと

して続けたい。また招待講演は若手から大御所まで，

連合大会なら招待しやすいということもある。６）日

本語による情報伝達は若手のリクルートにもつなが

る。７）アジアの AGU化を目指すのか？ ８）１年

に２回発表するのは発表内容の希薄化につながるため

難しい。

これに対して１）長期的戦略と短期的戦略を区別し

て議論すべきであると考える。２）連合には地球化学

という区分がなくなるので発表する機会がない，連合

のセクションの中に地球化学のセクションをつくって

はどうか？ ３）連合のセクションは決まってしまっ

ているので今から変更することは難しい。むしろ５つ

のセクションの横軸をつなぐ役割として機能すべきで

ある。４）だからこそ連合に参加するべきである。

（議題２．２）化学連合とのかかわり（話題提供：平田

将来計画委員，吉田化学連合理事）

平田委員から化学連合とのかかわりについて説明が

あった。１）日本化学会（化学連合の約半分の会員数

を占める）が化学オリンピックを化学連合として開催

する。２）地球化学会としてどうコミットするか。

３）国際化学年（２０１１年）事業に具体的な活動提案す

べきである。

化学連合とのかかわりについて意見が出された。

１）化学科の中に地球化学研究者が入って行くのが良

いのではないか。２）学生の数は多い。３）化学の大

半は工学的，そのなかでサイエンスの楽しみを教えて

あげる場を提供できればよい。地球化学にはやりたい

ことができる研究があることをアピールしてはどう

か。４）ナノテクなどデバイス研究は工学的である

が，化学反応を入れた大気循環などの研究も化学工学

の知識が関連する。システム論など工学系の中にも，

化学のベースをもった人など，地球化学の我々と学問

的にはつきあえる人もいる。５）分析化学は学問とし

て成立しない（授業として教えられない）と考える教

員もいる。最先端の分析をしているのは地球化学では

ないか。無機化学の最先端を走っているのは地球化

学。化学を専門とする人にとっても地球化学者は重要

である。化学連合を通して地球化学をアピールできな

いか。６）化学連合との共同は当然である。７）化学

連合との連携を強化すれば化学連合に科研費の申請を

する研究者も増えるはず。場合によっては地球化学へ

の申請が減る可能性も考えておくべき。８）実験化学

講座で昔は宇宙地球化学というのがあったが今はな

い。つまり今は化学からどんどん遠ざかっているのが

現状。何をすべきだろうか？

議題２について，地惑連合，化学連合との関わり

は，それぞれの歴史と将来の方向性があり，それぞれ

について対応が異なるが，本会としては，それぞれの

連合の動向を的確にとらえ，あるいは，積極的に働き

掛け，本会として埋没することなく，むしろ発展する

ように，共存共栄の道を目指すことが大切ということ

を再認識した。

（議題３）出版について（話題提供：吉田・高橋出版

WG主査・副査，山本財政・出版問題委員

長，佐野 GJ編集長）

山本会員から法人化WGとしての結論が報告され

た。WGとしては現状は法人化できる体制にはないと

いう判断である。加えて，GJ財政WGに関する報告

があった。GJの編集は学会が行い，編集権は学会が

もつ，出版と販売は出版社がおこなう。印刷版の会員

への無料配布はとりやめる方向とする。編集費はとら

ないかわりに出版費を安く抑えることができる。版権
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は学会がもつ。出版費はある程度抑えられる出版社を

探すこともできる。評議員会では承認されたので，明

日の総会で審議することとなる。

これに対して，質問と提案があった。１）契約する

出版社が倒産したときはどうするのか？ という質問

に対して次のような議論があった。版権は出版社，学

会，個人がもつことができる。どこが版権をもつかは

今後議論すべき（参考までに地惑連合で検討している

e-letterは学会と個人がもつことになるようである）

である。２）それは GJをオンラインオンリーになっ

たとしても同じだろうか？ という問いに対して，惑

星連合から e-letterが出版された場合，GJの Ex-

pressLetterと競合する。e-letterは完全オープンア

クセスを目指している。e-letterはページチャージ制

をとる，それは IFを高めるための方策である。３）

最近の GJへ投稿した国の内訳や採択率についての情

報交換を行った。４）GJがもつ重要な役割について

意見があった。学位論文は GJに出した。GJは既存

の考え方とは違うという論文を発信する機能をもって

いる。国内の地球化学の学生の学位取得のためにも，

今の GJに近い運営は必要。インパクトファクター

（IF）も大切ではあるが，別の役割ももっている。

５）IFによる雑誌評価についての意見があった。日

本の学会が発行する雑誌は国際誌とは別の機能・役割

も持っている。例えば物理学会が発行する雑誌も IF

はそれほど高くない。６）若い人が GJに投稿するた

めには何をすべきか。７）オープンアクセスでない雑

誌は引用されないので投稿しようとは思わない。学生

にとっては GJの存在意義を強く感じない。若手研究

者は IFが必要なら IFの高い雑誌に出す。海外の研

究者からアクセスできない雑誌の IFを高めるのは限

界がある。８）GJ出版の労力が大きすぎるのであれ

ば GJを止め，余った時間で研究した方が地球化学会

全体のメリットになるのではないか。９）論文の中身

をみてほしい。雑誌の IFで論文の価値を決めるべき

ではない。１０）出版経費に対して意見があった。出版

の多くの経費は版組である。版組の経費を削減するこ

とで出版経費削減も可能である。EGUでは，一人で

４０報／日の論文を編集できるシステムを作った。（参

考：木村学氏の web上のコメント http://d.hatena.

ne.jp/kimura-gaku/20100706/1278459960）。１１）IF

に踊らされることはない。論文の価値は IFで評価は

されない。論文で評価されるのは被引用回数の方が大

切である。１２）IFの重要性について意見もあった。

論文の評価は IFとは無関係かもしれない。しかし，

役人や学会活動を評価する人にとっては，雑誌の IF

も必要である。雑誌のクオリティーを評価する一つの

指標としては IFも重要である。

吉田委員が海外の雑誌の編集方式を GRLを例とし

て紹介した。GRLでは Editorや Reviewerの評価シ

ステムが存在する。Editorは誰からも感謝されない

ので，実質的なサポートがある程度ある。良い Re-

viewerに対しても AGUの Presidentと Editorから

表彰することを始めた。Nature Geoscienceの発刊が

決まった時，Editorを増やし，Review論文を増加

し，さらに Rejection率をキープした。また約３０日で

First Decisionを下し３ヶ月で publishする。ハイラ

イト紹介なども取り入れた。さらに編集状況の管理，

例えば，Editorごとに査読期間・受理率の統計をと

ることが日常的にされている。査読者データベースの

構築が充実している。良い査読者をアサインすること

が最も大事である。本会でも，将来計画委員会の会員

活動WGで議論しているが，My Pageの充実を図っ

てはどうか。

議題３について，OA化やサイテーションなど本会

だけでなく，出版を取り巻く環境の変化は大きく，早

い。これらの状況をいち早くキャッチし，必要に応じ

て一歩も二歩も先を行くように，編集体制・システ

ム・良い論文の投稿など本会の出版全体についても日

常的に議論と実践をしていきたいと考える。

（報告２）会員活動の活性化（話題提供：津野，滝上

会員）

キャリアパスセッションを２００６，２００８，２００９年に開

催したが，今年はコンビーナーが多忙で開けなかっ

た。漫然とするのではなく積極的なテーマ設定と議論

が必要である。また議論後のフォローも大切である。

キャリアパスに関しては同一人物が行うのではなく，

継続性やテーマ性を考慮して，環境・背景の異なる

様々な人が行うべきである。

これに対して，以下のコメントがあった。１）大学

（大学生）がもつ教育問題と教育での教育問題の

ギャップに関して意見があった。現場は理科の教員を

取りたがらない。中高一貫校では中学の教育，生徒指

導が重視されてしまう。理科の教育が軽視される傾向

もある。大きな高校では理科教師が不足気味である。

２）教員の「埋め戻し」問題の紹介があった。理系の

先生は一時増える傾向にあったが，現在はもとの傾向

に戻り，理系教諭は減少している。
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今後も会員活動の活性化，特に，若手のキャリアパ

スについては重要であるので，日常的にWGや委員

会で議論するとともに，来年度は本セッションにおい

て，この問題を取り上げることとした。

（その他）

夜間セッションの位置づけについてコメントがあっ

た。総会との差別化をつけるべきと考える。夜間セッ

ションで学会の方向性を決めるのであれば，全員が集

まって意見交換する集会にすべきである。夜間集会で

の議論の活用方法が曖昧である。

これに対して，次のような回答があった。なるべく

多くの会員で問題意識を共有したい。今年から，事前

に議題を明らかにしてMLニュースで配信し，欠席

の方からも意見聴取ができるようにした。これまで，

夜間集会での議論がその後の方向性に反映されていな

いという意見も多く聞いていたので，年会期間中最終

日に将来計画委員会を開催し，フォローアップととも

に，行動に移せるものは早期に方向性を出すような仕

組みを作った。現在の総会では，年会中日の行事の合

間ということで，時間が限られて実質的な議論ができ

ない。議論ができる総会（的な会）が一方ではあっ

て，夜間集会は，理想的には夢を語り合える場である

ことが理想的である。

時間的な制約などがあるなかで，年会実行委員の

方々の粋な計らいで，開放的なカフェの中での自由な

雰囲気も手伝って，今年度の夜間セッションは多数の

会員が，長時間にも関わらず，最後まで，最高気温の

冷めやらぬ中，文字通り熱い議論がなされた。最後

に，適切な資料を準備して話題提供いただいた会員の

方々と，本セッションに出席し，活発な議論をいただ

いた会員の方々に心からお礼を申し上げます。

●第５回日本地球化学会ショートコース実施報告

ショートコース世話人 平田岳史

（京都大学・大学院理学研究科）

� ショートコース概要

２０１０年日本地球化学会年会（於立正大学熊谷キャン

パス）にあわせ，第５回ショートコースを開催した。

講演内容は，同位体効果を支配する基本原理の解説，

希ガス同位体地球化学の基礎と最前線の応用，地球化

学の新しい応用分野としての化石骨分析，超高精度年

代学を用いた地球・月進化，さらに基礎教養としての

日本語・英語作文のポイントであり，本ショートコー

スの目的の一つである基礎知識の涵養と研究視野の拡

大に合致したものとなった。今回は参加学生数が増加

するとともに，講演者に対して活発に質疑する学生も

多く，学生の意識の高さを感じた。以下にプログラム

を示す。

第５回ショートコースプログラム

日時：２０１０年９月６日（月曜日）

会場：立正大学熊谷キャンパス１９号館

アカデミックキューブ A４１７号室

プログラム：

はじめに ９：３０

「Here you can find the answer」

平田岳史（京都大学）

講演１ ９：３５

「非質量依存型同位体効果の地球化学」

藤井俊行（京都大学原子炉研）

講演２ １０：５５

「希ガス同位体地球化学のグランドデザイン」

松本拓也（岡山大地球物質科学研究センター）

昼食

講演３ １３：１５

「化石骨の化学分析からどのようなことがわかるか」

南 雅代（名古屋大学）

講演４ １４：３５

「局所絶対年代分析で拓く太陽系年代学」

寺田健太郎（広島大学）

休憩

講演５ １６：１０

「理系作文の六法全書」 斉藤恭一（千葉大学）

Closing １７：４０

� 参加者について

参加者は３９名（講師５名を除く。内訳は，日本地球

化学会学生会員２４名，一般会員７名，非会員８名）で

あった。第４回ショートコース（於広島大学）と比較

して，参加者数は１０名増加した。増加分は主として日

本地球化学会学生会員であり，その結果，学生会員の

割合が増加した。第１回ショートコース以外は全日開

催の形式をとり，講師数５人に対して講演時間８０分を

確保している。本年度も年会実行委員（LOC）のご

好意により，遠隔地から参加する学生の一部に宿泊施

設（ユニデンス）を斡旋していただいた。施設を利用

した学生には大変好評であるとともに，参加学生数の
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増加に貢献した。ショートコース終了後，学生のよび

かけで懇親会が開催された。ショートコースは志をも

つ学生が集まる貴重な機会であるため，学生が主体的

に親睦の場を設けることは，相互の研究交流・研究視

野の拡大に貢献するものと期待できる。

� 会計報告

本ショートコースは，学部・大学院生を対象として

いるため，参加者の半数以上は日本地球化学会会員の

学生会員であった。参加費は昨年同様，学生会員

１，０００円，一般会員・非会員は３，０００円とした。

主な支出は講師料（４０，０００円）と弁当代（３５，２００

円）であった。講師謝金は，一律１０，０００円（旅費支援

なし）としていたが，今回は現日本地球化学会評議委

員である松本拓也氏には講師謝金は支払わなかった。

収支決算表を以下に示す。

収支決算として今年は６，２００円の赤字となった。赤

字額の縮減は，講演料の節約と講師の方々の旅費支援

の休止による。ご理解，ご協力いただいた講師の

方々，特に講師料を支払わなかった松本氏に感謝した

い。

� アンケート集計結果について

本年度もアンケートを実施した。参加者３９名中，３６

名から回答があった。アンケートは，次回のショート

コースの内容を決定する基礎参考資料としている。質

問の内容とそれに対する回答を以下にまとめる。

� 開催時期について

このままでよい（３０名），年会後がよい（２名），年

会中に行う（１名）。

まとめ：大部分が今回と同じ年会前日がよいと回答

しているので，来年度についても年会前日で問題ない

と思われる。しかし，年会会期中に開催するという意

見（１名）が出された。総会，受賞式・受賞者講演会

等の時間，あるいは夜間・早朝時間を利用することで

年会会期中に開催することができれば，遠隔地からの

参加者に対して経済的負担の軽減が図れるであろう。

しかし，年会会期中にまとまった時間を確保するのは

難しいのが現状であろう。

� 一人あたりの講演時間やプログラム編成について

このままでよい（２４名），もう少し短く（１０名）。

まとめ：「このままでもよい」という回答が多かっ

たが，昨年と比較して「もう少し短く」という意見が

多くなった。全日開催であり，また講義途中に殆ど休

憩時間を設けなかったため，参加者には厳しかったか

もしれない。次回は講義時間を７０分，質疑応答を１０

分，各講演の間に５分程度の休憩を入れることも検討

すべきであろう。昼食後に皆でワークショップ（例え

ば日本語の書き方，学会発表の仕方等）を開催する，

あるいはショートコース終了後に学生による懇親会を

計画してはどうかという意見があった。一方的に聞く

だけのセミナーではなく積極的に参加するセミナーへ

の転換が求められているのかもしれない。

 関心のあるテーマについて（複数回答可）

記載されたテーマを列挙する。

・分析化学・分析装置の原理（４）

・宇宙化学（３）

・年代測定（３）

・分析機器の開発（３）

・同位体地球化学（３）

・はやぶさの分析結果（２）

・地下水汚染・水環境問題（２）

・水圏の環境地球化学（２）

・有機地球化学（特に地球外物質について）（２）

・微生物（２）

・生物鉱化作用（バイオミネラリゼーション）（２）

・生化学と地球化学の境界領域（２）

・以下各１名：急冷結晶に関する話，隕石分析，メタ

ンハイドレート，放射化学，海洋化学，分析のデー

タ取り扱いに関する話，熱水，SEM・TEMを使っ

た研究，海洋同位体化学，水文学，火山学，生命の

起源，古気候・古環境，水圏・気圏の物質循環，岩

石学，鉱物学，地質学，同位体による産地判別，生

２０１０年日本地球化学会ショートコース報告

収入

参加登録 単位 人数 小計

学生会員 １，０００ ２４ ２４，０００円

一般会員 ３，０００ ７ ２１，０００円

非会員 ３，０００ ８ ２４，０００円

参加者総数 ３９ ６９，０００円

支出 講師謝金 １０，０００ ４ ４０，０００円

（藤井，南，寺田，齊藤）

弁当（お茶込） ８００ ４４ ３５，２００円

合計 ７５，２００円

収支 －６，２００円
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物の適応・進化，アストロバイオロジー，レーザー

分光による同位体組成分析の先端技術，望遠鏡観測

による宇宙化学（特に有機物や系外惑星大気），元

素の存在形態，地球化学分野を応用した科学史や文

化保存学

まとめ：とりまとめ役の研究視野の狭さに起因する

が，講演内容が同位体に偏ってしまう傾向が強い。今

回のアンケートでも同位体に対する要望が強い。来年

度のショートコースについては，ここで要望が多かっ

た分野と，今回のショートコースで取り上げなかった

テーマから講師選定をしたいと思う。また，２０１１年に

は世界化学年にあたるため，ショートコースでも関連

話題を取り入れてもよいかもしれない（詳細はHP

へ：www.unesco.org/science）。

� 聞いてみたい講師（敬称略）カッコ付は希望者複

数名の場合の希望者数

齊藤恭一（４），平田岳史（４），角皆潤（３），高

井研（３），圦本尚義（２）。

以下各１名：荒井朋子，日下部実，南川雅男，山下

洋平，中牟田義博，野上健治，横山哲也，齊藤務，鈴

木勝彦，赤井純治，狩野彰広，佐野佑司，丸山茂徳，

河村雄行，廣瀬敬，和田英太郎，南部信孝，大竹翼，

上野雄一郎，大河内直彦，松本良，田中剛

まとめ：先の設問で得た「希望分野」結果と合わせ

て講師を選定したいと思います。

� 今回の参加費について（日本地球化学会の会員と

非会員で参加費に違いを設けたこと等）

・安い，納得できる金額である（８）

・学生会員割引は有り難い（４）

・学生会員は無償がよい（弁当は不要）（１）

・３，０００円でも価値のある内容であった（１）

・会員・非会員の区別ではなく学生枠にしてほしい

（１）

まとめ：学生会員１，０００円（弁当付）が好評なので，

今後も継続したいと思う。そのためには日本地球化学

会からの継続的な支援が不可欠である。ご協力をお願

いしたい。

� その他，ショートコースに対する要望等について

・配付資料として講義スライドが欲しい（１）

・参加者同士の交流の機会があるとよい（１）

・このままでよい（３）

・グループワークを取り入れるなど「聞く，聞く，聞

く，帰る」からもう一段踏み込んだコースになると

よい（１）

まとめ：昨年と同様，今年も講演の参考資料配付希

望者が多かった。学会前の忙しい時期に講師の方々に

時間的負担をかけることは避けたいが，来年は講師に

依頼することを検討する。また，アンケート回答の中

には，コースが長時間におよぶため，参加学生に対し

て積極的に質問をなげかける「参加型講義」がよいと

の意見もあった（今回の講演では南先生および齊藤先

生が参加型講義を取り入れていた）。参加型講義を充

実したものにするには，講義にさきがけ講義に関する

「課題」を与えておき，参加学生が予習しておくこと

も効果的であるとの提案もあった。アンケートの中で

「もう一段踏み込んだコース」になればよいという要

望が出ており，これに対する具体的方策の一つとして

「参加型講義」への転換を検討すべき時期かもしれな

い。

昨年のアンケートでは，ショートコースのような企

画をもっと企画してほしいという要望も出された。現

状では大きな問題はないが，今後もショートコースが

魅力あるものであり続けるには，講演内容選択に参加

者の意見を取り入れるとともに，ショートコースが５

回目を迎えたのを機に，実施内容を再検討してもいい

かもしれない。

� 日本地球化学会以外で入会されている学会名

日本地球惑星科学連合（３），高圧力学会（２），海

洋学会（２），AGU（２），日本藻類学会（１），ヨウ

素学会（１），日本火山学会（１），放射化学分析研究

会（１），資源地質学会（１）

まとめ：今年の参加者は３９名で，日本地球化学会会

員（３１名：学生会員２７名，一般会員４名）が殆どで

あった。ショートコースの目的を考えるとセミナーの

規模としては参加者数３０～４０名が適正サイズである

が，将来的には連合大会や広報を通じた積極的宣伝に

より，日本地球化学会会員以外の参加も呼びかけてい

きたい。

本ショートコース開催にあたり，日本地球化学会第

５７回年会実行委員会・組織委員会の全面的なご支援を

いただいた。また，Agilent Technology社からトー

トバッグ，クリアファイル，キーホルダーを提供して

いただいた。さらに京都大学および東京工業大学の学

生諸氏には，ショートコースの準備と当日の運営に協

力いただいた。ここで感謝の意を表したいと思いま

す。
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正会員 一般
正会員

学生正会員
（学生パック
除く）

学生
パック

シニア
正会員

賛助会員 名誉会員 計 在外会員

２００８．１２．３１ ９３１ ７４８ ４９ ７５ ５９ １１ ９ ９５１ ３９

入会 ４９ ２２ ３ ２４ ０ ０ ０ ４９ １

退会 －６０ －４２ －７ －８ －３ ０ ０ －６０ －２

会員
種別変更
（転入分）

５３ １８ ２８ ０ ７ ０ ０ ０ １

会員
種別変更
（転出分）

－５３ －８ －１５ －３０ ０ ０ ０ ０ －１

除名 －２０ －１５ －５ ０ ０ ０ ０ －２０ －２

２００９．１２．３１ ９００ ７２３ ５３ ６１ ６３ １１ ９ ９２０ ３６

●２０１０年度日本地球化学会総会報告

庶務幹事 三澤啓司

（情報・システム研究機構 国立極地研究所）

日時：２０１０年９月８日 １４時００分～１５時４０分

場所：立正大学熊谷キャンパス

アカデミックキューブ A１０１

第５７回年会（立正大学熊谷キャンパス）期間中

に実施した。

１．開会宣言

２．議長選出

河村公隆会員（次期年会 LOC）が議長に選出さ

れた。

３．会長挨拶 海老原充会長

４．大会委員長挨拶 福岡孝昭委員長

５．議事

１）２００９年度事業報告および決算報告，監査報告

２００９年度事業報告（三澤庶務幹事），決算報告

（谷水会計幹事），監査報告（松久監事）がおこ

なわれ，承認された。

２）２０１０年度事業中間報告および会計中間報告

２０１０年度事業（三澤庶務幹事），会計（谷水会

計幹事）について中間報告がおこなわれた。

３）２０１１年度事業計画および予算案

２０１１年度事業計画案（三澤庶務幹事）および予

算案（谷水会計幹事）が提案され，承認された。

４）会則の改正について

海老原会長から会則１３条の改訂案について趣旨

説明があり，議論をおこなった。GJおよび和文

誌「地球化学」編集委員長を会長委嘱の幹事とす

るかについて賛否が分かれた。そこで，次回総会

まで継続して審議することとなった。

５）名簿号の発行停止について

海老原会長から名簿号（地球化学特別号）の廃

止案について趣旨説明があり，承認された。

６）GJの編集権，版権，出版権，販売権の取り扱

いについて

海老原会長から GJ出版経費の軽減案が提示さ

れ，学会側が「編集権」を持ち，「出版権」と「販

売権」を出版社に委ねることが了承された。

７）各種報告

鈴木幹事が Goldschmidt 2010ノックスビル会

議の報告と２０１１プラハ会議の概要についての紹介

をおこなった。

６．会場からの意見，提案など

学会サービスについて（主として，シニア会員に

対する学会からの）意見交換をおこなった。

７．２０１０年度柴田賞，日本地球化学会賞，日本地球化

学会奨励賞授賞式

１）日本地球化学会奨励賞

福士圭介会員「先進的表面錯体モデリングによ

る酸化物への陰イオン吸着挙動

の予測」

２）日本地球化学会賞

鈴木和博会員「EPMAによるウラン，トリウ

ム―鉛化学アイソクロン年代測

定法の開発と鉱物粒子年代測定

への展開」

３）柴田賞

角皆静男会員「海洋を介した物質循環と気候変

化に関する研究」

各賞受賞者に，海老原会長から賞状とメダルが

授与された。

８．閉会宣言

２００９年度事業報告

１．会員状況（２００９年１月１日～１２月３１日）

２．年会，委員会等開催

日本地球惑星科学連合２００９年大会（２００９．５／１６～

２１，幕張メッセ国際会議場），ゴールドシュミット

２００９（２００９．６／２１～２６，ス イ ス，ダ ボ ス），年 会

（２００９．９／１５～１７，広島大学理学部），総会（２００９．

９／１６，広島大学理学部），評議員会４回（２００９．

２／１４，６／電子メール審議，９／１４，９／１７），幹事会３

回（２００９．２／１４，５／３０，９／５），GJ編 集 委 員 会２

回，地球化学編集委員会１回，学会賞等受賞者選考
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正会員 一般
正会員

学生正会員
（学生パック
除く）

学生
パック

シニア
正会員

賛助会員 名誉会員 計 在外会員

２００９．１２．３１ ９００ ７２３ ５３ ６１ ６３ １１ ９ ９２０ ３６

入会 ４４ １６ ４ ２４ ０ ０ ０ ４４ ３

退会 －１３ －５ －２ －５ －１ －１ ０ －１４ ０

会員
種別変更
（転入分）

－４９ －３ －１２ －３４ ０ ０ ０ ０ ２

会員
種別変更
（転出分）

４９ １３ ３３ ０ ３ ０ ０ ０ －２

除名 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

２０１０．８．３１ ９３１ ７４４ ７６ ４６ ６５ １０ ９ ９５０ ３９

委員会１回，鳥居基金選考委員会２回

３．会誌発行

Geochemical Journal：Vol. 43（１～６）

地球化学：Vol．４１（１～４号）

４．ニュース発行 No．１９６（２００９．３／３０），１９７（６／２５），

１９８（８／３１），１９９（１２／２８）（「地球化学」と合本）

５．第４回地球化学ショートコースの実施（２００９．９／１８）

６．日本地球化学会賞等の授与（柴田賞１件，学会賞

２件，奨励賞３件）

７．GJ賞授与（ダボス，スイス）

８．鳥居基金助成：第１回海外渡航２件，第２回国内

研究集会１件

９．学会などの共催，後援，協賛

・日本原子力学会「原子力総合シンポジウム２００９」

（２００９．５／２７～２８）共催

・日本質量分析学会「第５７回質量分析総合討論会

２００９」（２００９．５／１３～１５）共催

・日本アイソトープ協会「第４６回アイソトープ放射

線研究発表会」（２００９．７／１～３）共催

・日本地質学会第１１６年学術大会（２００９．９／４～６）

共催

・第３７回可視化情報シンポジウム（２００９．７／２１～

２２）共催

・日本地下水学会他４団体「第１５回地下水・土壌汚

染とその防止対策に関する研究集会」（２００９．６／１８

～１９）後援

・第５３回粘土科学討論会（２００９．９／１０～１１）共催

・地学オリンピック日本委員会 協賛

２０１０年度中間事業報告

１．会員状況（２０１０年１月１日～８月３１日）

２．年会，委員会などの開催

日本地球惑星科学連合２０１０年大会（２０１０．５／２３～

２８，幕張メッセ国際会議場），ゴールドシュミット

２０１０（２０１０．６／１３～１８，アメリカ合衆国，ノックス

ビル），年会（２０１０．９／７～９，立正大学熊谷キャ

ンパス），総会（２０１０．９／８，立正大学熊谷キャン

パス），評議員会３回（２０１０．２／１３，６／２９～７／２３電

子メールにより開催，９／６），幹事会３回（２０１０．

２／６，６／５，８／３０），GJ編集委員会１回，地球化学

編集委員会２回，学会賞等受賞者選考委員会１回，

鳥居基金選考委員会２回，名誉会員推薦委員会１

回，広報委員会１回

３．会誌発行

Geochemical Journal：Vol. 44（１～４）

地球化学：Vol．４２（１～２号）

４．ニ ュ ー ス 発 行 No．２００（２０１０．３／２５），２０１

（２０１０．６／２５）（「地球化学」と合本）

５．第５回地球化学ショートコースの実施（２０１０．

９／６）

６．日本地球化学会賞等の授与（柴田賞１件，学会賞

１件，奨励賞１件）

７．GJ賞の授与（アメリカ合衆国，ノックスビル）

８．鳥居基金助成：第１回国内研究集会１件，第２回

国内研究集会１件

９．学会などの共催・後援・協賛

・日本原子力学会「原子力総合シンポジウム２０１０」

（２０１０．５／２６～２７）共催

・Goldscmidt 2010共催

・第５４回粘土科学討論会共催

・鉱物科学会「はやぶさ」セッション共催

・先進陸水海洋学会 ASLO 2012 Meeting後援

２０１１年度事業計画

１．年会：北海道大学（２０１１年９月）

２．総会：北海道大学（年会期間中）

３．日本地球惑星科学連合２０１１年大会（５／２２～２７，幕

張メッセ）

４．ゴールドシュミット２０１１（８／１４～１９，プラハ，

チェコ）

５．評議員会４回（うち１回は電子メールによる会

議）

６．幹事会４回

７．会誌発行

Geochemical Journal Vol. 45（１～６）

和文誌「地球化学」Vol．４３（１～４）
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８．ニュース発行 No．２０４～２０７

９．「地球と宇宙の化学事典」の出版

１０．日本地球化学会賞等の授与

１１．鳥居基金助成２回（１月，７月）

１２．学会などの共催・協賛

１３．役員選挙の実施
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２００９年度日本地球化学会決算報告（２００９年１月１日～１２月３１日）

収入の部

科目 収入額（円） 予算額（円）

１．会費収入 ８，２８３，５００ ８，７１８，５００
（内訳）一般正会員 ７，０１０，０００ ７，００１，５００

学生正会員 ４１８，５００ ５５７，０００
シニア正会員 ２６０，０００ ２８０，０００
賛助会員 ３００，０００ ２４０，０００
海外会員 ２９５，０００ ６４０，０００

２．刊行物売上 ４，１５７，４８０ ４，１５５，９００
３．広告料 １，２２５，３００ １，０００，０００

（内訳）地球化学 ６８５，０００ ８００，０００
会員名簿 ３６０，０００ ０
ウェブ １８０，３００ ２００，０００

４．出版助成 ３，８００，０００ ４，２００，０００
５．公開発表助成 ０ ０
８．雑収入 ２２８，１２７ ５０，０００
９．前年度名簿積立金 ５００，０００ ５００，０００
１０．前年度基本財産引当金 ３，４００，０００ ３，４００，０００
１１．前年度繰越金 １５，４１１，９０５ １１，６５７，０９１

収入計 ３７，００６，３１２ ３３，６８１，４９１
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支出の部

科目 支出額（円） 予算額（円）

１．事業費 １６，３０１，２５３ １６，９３０，０００
１．１ 出版費 １２，１２３，２９７ １２，９００，０００
１．１．１ 印刷費 ９，５８７，９１９ １０，５００，０００
１．１．２ 編集費 １，８００，０００ １，８００，０００
１．１．３ 電子化経費 ０ １００，０００
１．１．４ 発送費 ７３５，３７８ ５００，０００

１．２ 行事費 ３７３，２５６ ６００，０００
１．３ 公開発表助成 ０ ０
１．４ 学会賞経費 ３３４，１７３ ８０，０００
１．５ 委員会活動費 ２１５，２８０ ３００，０００
１．６ 名簿積立金 ０ ０
１．７ 名簿作成費 １，３８６，３３７ １，０００，０００
１．８ 会員業務委託費 １，８５１，２５５ ２，０００，０００
１．９ 会員業務郵税 １７，６５５ ５０，０００

２．管理費 １，５９９，２１５ ２，０５０，０００
２．１ 庶務費 １５０，０００ １５０，０００
２．２ 会議費 ６０，３７０ １００，０００
２．３ 通信費 ０ ５０，０００
２．４ 旅費 ６１８，０００ ７５０，０００
２．５ 選挙費 ８９，７７５ ２５０，０００
２．６ 会計費 １００，０００ １００，０００
２．７ 雑費 １８，１２０ ５０，０００
２．８ ホームページ費用 ４０１，１００ ４００，０００
２．９ 雑誌保管費 １６１，８５０ ２００，０００

３．予備費 ２２４，７５２ ４００，０００
４．基本財産引当金 ３，４００，０００ ３，４００，０００
８．次年度繰越金 １５，４８１，０９２ １０，９０１，４９１

支出計 ３７，００６，３１２ ３３，６８１，４９１

１．１．出版費明細

事項 英文誌 和文誌 ニュース その他 支出計

１．１．１ 印刷 ７，０７２，３８２ ２，５１５，５３７ ← ０ ９，５８７，９１９
１．１．２ 編集 １，２５０，０００ ２５０，０００ １５０，０００ １５０，０００ １，８００，０００
１．１．３ 発送 ７３５，３７８ ← ← ０ ７３５，３８７

出版費計 ９，０５７，７６０ ２，７６５，５３７ １５０，０００ １５０，０００ １２，１２３，２９７

英文誌：Geochemical Journal：Vol．４３，No．１～６。
和文誌：地球化学：Vol．４３，１～４号（ニュース No．１９６～１９９を合本発行）。
ニュース印刷費は和文誌に含まれる。
和文誌４号は，全て英文誌と同時発送し，発送費は英文誌に含まれる。
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貸借対照表（２００９年１２月３１日現在）

２００９年度鳥居基金決算報告（２００９年１月１日～１２月３１日）

２００９年度ゴールドシュミット国際会議基金決算報告（２００９年１月１日～１２月３１日）

資産の部

現金 １１４，８００
普通預金（会計） ４，４８７，４５０
普通貯金 １１，１９６，９７０
国際文献印刷 郵便振替 ４，０１０，９９０
国際文献印刷 みずほ銀行 １，３１７，８８２

計 ２１，１２８，０９２

負債・正味財産の部

前受会費 ２，２４７，０００
基本財産充当引当金 ３，４００，０００
正味財産（繰越金） １５，４８１，０９２

計 ２１，１２８，０９２

収入の部

科目 金額（円）

１．前年度繰越金 ３，０８２，６２５
２．普通貯金利子 １，９１３
３．その他 ０

収入計 ３，０８４，５３８

支出の部

科目 金額（円）

１．助成 ４００，０００
内訳 助成１００，０００円４件

２．その他 ８４０
３．次年度繰越金 ２，６８４，５３８

支出計 ３，０８４，５３８

資産状況

科目 金額（円）

普通貯金 ２，６８４，５３８
定額貯金 ０

資産計 ２，６８４，５３８

収入の部

科目 金額（円）

１．前年度繰越金 １，５２９，４１０
２．その他 ０

収入計 １，５２９，４１０

支出の部

科目 金額（円）

１．Goldschmidt 2009共催金 ２９３，９９２
２．その他 ０

３．次年度繰越金 １，２３５，４１８

支出計 １，５２９，４１０
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２０１０年度日本地球化学会中間決算（２０１０年１月１日～７月３１日）

収入の部

科目 収入額（円） 予算額（円）

１．会費収入 ７，１５０，０００ ８，６２１，０００
（内訳）一般正会員 ６，４００，０００ ７，１０６，０００

学生正会員 １７５，０００ ２８５，０００
学生正会員（修士パック） １４０，０００ ４２０，０００
シニア正会員 ２９５，０００ ２８５，０００
賛助会員 １４０，０００ ２４０，０００
在外会員 ２８５，０００

２．刊行物売上 ０ ４，１５５，９００
３．広告料 ０ ６４，０００

（内訳）地球化学 ０ ４００，０００
会員名簿 ０ ０
ウェブ ０ ２４０，０００

４．出版助成 ３，２００，０００ ３，２００，０００
５．成果公開（B） ０
６．成果公開（C） ０
７．雑収入 ７，７７７ ５０，０００
８．前年度名簿積立金 ０ ０
９．前年度基本財産引当金 ３，４００，０００ ３，４００，０００
１０．前年度繰越金 １５，４８１，０９２ １０，９０１，４９１

収入計 ２９，２３８，８６９ ３０，９６８，３９１
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支出の部

科目 支出額（円） 予算額（円）

１．事業費 ５，２２８，８５８ １４，９１０，０００
１．１ 出版費 ３，６６５，９８７ １１，９００，０００
１．１．１ 印刷費 ２，１００，９９７ ９，５００，０００
１．１．２ 編集費 １，１６０，０００ １，８００，０００
１．１．３ 電子化経費 ０ １００，００
１．１．４ 発送費 ４０４，９９０ ５００，０００

１．２ 行事費 １２２，２５０ ６００，０００
１．３ 学会賞経費 ２９，１９０ ８０，０００
１．４ 委員会活動費 ２４，７００ ３００，０００
１．５ 名簿積立金 ０ ０
１．６ 名簿作成費 ０ ０
１．７ 会員業務委託費 １，３７５，１０１ ２，０００，０００
１．８ 会員業務郵税 １１，６３０ ３０，０００

２．管理費 ５０６，０１６ １，６７０，０００
２．１ 庶務費 ０ １５０，０００
２．２ 会議費 ０ １００，０００
２．３ 通信費 ０ ２０，０００
２．４ 旅費 ３１７，３００ ７００，０００
２．５ 選挙費 ０ ０
２．６ 会計費 ０ ５０，０００
２．７ 雑費 ５，３５５ ５０，０００
２．８ ホームページ費用 １００，８００ ４００，０００
２．９ 雑誌保管費 ８２，５６１ ２００，０００

３．予備費 ３３２，５３５ ４００，０００
４．基本財産引当金 ３，４００，０００ ３，４００，０００
５．次年度繰越金 ０ １０，５８８，３９１

支出計 ９，４６７，４０９ ３０，９６８，３９１
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２０１１年度日本地球化学会予算（２０１１年１月１日～１２月３１日）

収入の部

科目 ２０１１年予算額（円） ２０１０年予算額（円）

１．会費収入 ８，４９０，００ ８，６２１，５００
１．１ 一般正会員 ７，０８０，０００ ７，１０６，０００
１．２．１ 学生正会員 ３７５，０００ ２８５，０００
１．２．２ 学生正会員（修士パック） １３６，５００ ４２０，０００
１．３ シニア正会員 ３１５，０００ ２８５，０００
１．４ 賛助会員 ２２０，０００ ２４０，０００
１．５ 在外会員 ３６３，５００ ２８５，０００

２．刊行物売上 ４，１５５，９００ ４，１５５，９００
３．広告料 ５２０，０００ ６４０，０００

３．１ 地球化学 ４００，０００ ４００，０００
３．２ 会員名簿 ０ ０
３．３ ウェブ １２０，０００ ２４０，０００

４．出版助成 ２，９００，０００ ３，２００，０００
５．雑収入 ５０，０００ ５０，０００
６．前年度名簿積立金 ０ ０
７．前年度基本財産充当金 ３，４００，０００ ３，４００，０００
８．前年度繰越金 １０，５８８，３９１ １０，９０１，４９１

収入合計 ３０，１０４，２９１ ３０，９６８，３９１
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支出の部

科目 ２０１１年予算額（円） ２０１０年予算額（円）

１．事業費小計 １４，８６０，０００ １４，９１０，０００
１．１ 出版費 １１，７００，０００ １１，９００，０００
１．１．１ 印刷費 ９，５００，０００ ９，５００，０００

（GJ） ７，０００，０００ ７，０００，０００
（地化） ２，５００，０００ ２，５００，０００

１．１．２ 編集費 １，６５０，０００ １，８００，０００
（GJ） １，２５０，０００ １，２５０，０００
（地化） ２５０，０００ ２５０，０００
（ニュース） １５０，０００ ３００，０００

１．１．３ 電子化経費 ５０，０００ １００，０００
１．１．４ 発送費 ５００，０００ ５００，０００

１．２ 行事費 ６００，０００ ６００，０００
１．３ 公開発表 ０
１．４ 学会賞経費 ８０，０００ ８０，０００
１．５ 委員会活動費 ３００，０００ ３００，０００
１．６ 広報委員会経費 １５０，０００
１．７ 名簿作成費 ０ ０
１．８ 会員業務委託費 ２，０００，０００ ２，０００，０００
１．９ 会員業務郵税 ３０，０００ ３０，０００

２．管理費小計 １，７１０，０００ １，６７０，０００
２．１ 庶務費 １５０，０００ １５０，０００
２．２ 会議費 ５０，０００ １００，０００
２．３ 通信費 １０，０００ ２０，０００
２．４ 旅費 ７００，０００ ７００，０００
２．５ 選挙費 １００，０００ ０
２．６ 会計費 ５０，０００ ５０，０００
２．７ 雑費 ５０，０００ ５０，０００
２．８ ホームページ費用 ４００，０００ ４００，０００
２．９ 雑誌保管費 ２００，０００ ２００，０００

３．予備費 ４００，０００ ４００，０００
４．基本財産引当金 ３，４００，０００ ３，４００，０００
５．次年度繰越金 ９，７３４，２９１ １０，５８８，３９１

支出計 ３０，１０４，２９１ ３０，９６８，３９１

実収入＊ １６，１１５，９００ １６，６６６，９００
実支出＊＊ １６，９７０，０００ １６，９８０，０００

差引 －８５４，１００ －３１３，１００

＊実収入：収入計から繰越金，基本財産引当金，名簿積立金を除いたもの。
＊＊実支出：支出計から繰越金，基本財産引当金，名簿積立金を除いたもの。
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学会からのお知らせ

●「柴田賞・学会賞・奨励賞」２０１０年度受賞者紹介

柴田賞：角皆静男会員（北海道大学名誉教授）

受賞題目：「海洋を介した物質循環と気候変化に関す

る研究」

角皆静男先生は，東京教育大学

において故三宅泰雄先生のもとで

研究を始められてから２００２年に北

海道大学を退官されるまでに学術

論文約２００報（論文引用回数は総

計４，０００件を超える）と地球化学

研究の第一人者として活躍されと

ともに学生の指導にあたられました。また，海洋研究

科学委員会（SCOR）の委員及び副会長，地球圏―生

物圏国際協同研究科学委員会（IGBP）の委員及び副

議長などを歴任され，海洋を介した物質循環に関する

研究で国際的な活躍をされ，地球化学の発展に貢献さ

れています。なお，１９８４年には大気・海洋・海底を通

しての物質循環の研究」で日本海洋学会賞を，「１９９０

年には「大気―海洋系の地球化学的研究」で日本地球

化学会賞を受賞されています。

先生の多岐にわたる研究活動や膨大な成果について

ご紹介するにはあまりにも紹介者が力不足ですので，

私が先生と過ごした時期を中心に先生の研究活動のい

くつかを紹介したいと思います。

先生の研究室で研究生活を始めた時，先生の重点研

究は天然放射性核種の挙動に関する研究とセジメント

トラップを用いて海水中を沈降する粒子を捕集し，そ

の解析によって海洋表層から深海への物質輸送過程を

理解する研究でした。これらについての研究成果は国

際的に評価されていますが，私が印象に残っているの

は海洋表層で作られた粒子が短い期間に海底に輸送さ

れるということを南極海のセジメントトラップ繋留実

験から示されたことです。海水中での輸送過程につい

ては観測結果の解析から「列車と乗客モデル」を提言

され，物質循環研究の発展に大きな影響を与えまし

た。また，陸源の物質が大気を通して海洋表層に輸送

され，海洋表層で起きる現象に影響を与えることを天

然放射性核種の解析等から示したことも先駆的でし

た。

１９８０年の終わりに今日では多くの方が知っている二

酸化炭素に関わる問題について IOC/SCOR二酸化炭

素問題パネルで議論がなされていました。その委員会

に委員として参加された角皆先生は，国内の研究の立

ち遅れを感じられ，海水中の溶存二酸化炭素量を正確

であるが割合簡便に測定できる方法を国内に持ち込

み，海洋の二酸化炭素の挙動に関する研究を始められ

ます。海洋の溶存二酸化炭素分布から人為起源の二酸

化炭素の行方について明らかにするとともに沿岸域の

溶存二酸化炭素分布の季節変動から二酸化炭素の大気

から海洋への輸送過程に沿岸域が大きく関わっている

ことを示し，大陸棚ポンプの概念を提言されていま

す。大気から海洋の二酸化炭素の移動過程としては溶

解ポンプ，生物ポンプ，アルカリ度ポンプが挙げられ

ますが，これらは場の状況を元にした概念であり，実

質的な輸送量とは直接結びつけることができません。

大陸棚ポンプは大陸沿岸で複合的に起きている種々の

現象によって効率よく二酸化炭素を大気から海洋輸送

することを示したものであり，溶解ポンプ等と異なっ

た概念になっています。発表以後，このポンプの概念

は多くの研究に引用されています。なお，角皆先生が

持ち込んだ海水中の全炭酸量を正確に測定する方法

は，１０年で２００分の１程度である海水中の溶存二酸化

炭素量の増加を検出できるものであり，国内での海洋

を介した二酸化炭素と気候変化に関する研究を格段に

進歩させるのに大きく貢献した方法です。また，海外

の研究動向から分光光学的手法を用いた海水の pH測

定法も国内に紹介され，国内における海水中の高精度

pH測定や二酸化炭素分圧の現場自動測定機器の開発

等に影響を与えています。

大気と海洋間の気体成分の輸送は大気と海洋の間の

物質濃度の差と気体交換速度に依存します。後者の気

体交換速度を決めることはなかなか難しい課題です。

この課題にラドン，酸素―アルゴンなど物質を用いて

研究を行い，海洋海面が非常に乱れるときや低気圧の

通過時に大きな気体交換が起こることを示し，気体交

換に関する議論にも影響を与えています。

物質循環には物質を運ぶ海水循環について知ること

も必要となります。この分野でも化学トレーサを用い

た先駆的な研究を日本に根付かせています。特に，海

洋表層の水循環や海洋への二酸化炭素の溶入過程を理

解するための有効な化学トレーサであるクロロフルオ

ロカーボン類（CFCs）の測定法を国内に定着させ，

国際的にも評価の高いデータを得るきっかけを作られ

ています。

以上のように角皆先生の業績は多岐にわたっていま

すが，海洋を中心に陸域―大気―海洋間の地球表層の
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物質循環について理解を深めるために不可欠な要素で

あり，それらを総合的に実施されてきたことにより地

球化学研究を行うものに多くの影響を与えてこられま

した。特に，二酸化炭素の問題は近年の気候変化に関

する問題と関わっており，その影響は大きいと思われ

ます。名誉ある柴田賞に相応しい研究歴を持っておら

れると思っています。

最後に，先日，先生と卒業生が集まる機会があり，

その時に先立たれた奥さまが一番喜んでくれるとおっ

しゃっていたことを記しておきたいと思います。

（独立行政法人海洋研究開発機構むつ研究所・

渡邉修一）

学会賞：鈴木和博会員（名古屋大学年代測定総合研究

センター）

受賞題目：「EPMAによるウラン，トリウム―鉛化学

アイソクロン年代測定法の開発と鉱物粒子

年代測定への展開」

鈴木先生といわれると，すぐに

フィールドでハンマー，しかも大

型の４kgハンマーを大きく振り

かぶって，岩石を割られている姿

を思い浮かべます。私は指導学生

として，卒業研究から博士研究ま

で先生に指導していただきまし

た。先生の，そして私の主たる研究対象である花崗岩

はとても硬く，野外でなかなか簡単に割ることができ

ません。学生時代の私が露頭で梃子摺っていると，先

生はハンマーを貸してみなさいと言われ，「石は割れ

るまでたたけば割れるんだ」といつも冗談を交えなが

ら，石目を読まれてほんの数回の打撃で見事な岩石標

本を採取されました。また，このような先生のパワフ

ルなイメージとは対照的に，研究室では顕微鏡下での

鉱物分離や EPMA分析など，非常に繊細な分析実験

をなさっておられました。実験は夜遅くまで続けら

れ，よく泊り込みで研究されていたことから，講座の

名前をとった「岩鉱夜警団」の団長と呼ばれ，日夜，

研究室のある理学部 E館４階を警備されていまし

た。いつも笑顔でにこにこしていらっしゃることがほ

とんどですが，研究に関しては厳しい態度で臨まれて

いました。

さて，鈴木先生のご略歴は，１９７０年愛知教育大学教

育学部をご卒業の後，名古屋大学大学院理学研究科修

士課程，博士課程を満了され，１９７７年東京学芸大学教

育学部に助手として就職されました。１９７８年に理学博

士号（名古屋大学）を取得，その後１９７９年より名古屋

大学理学部岩石学講座へ戻られ助手，助教授を経て

１９９５年に教授に就任されました。また，２０００年には名

古屋大学年代測定総合研究センターに移られ，セン

ター長をなされました。２００４年には「新しい地質学研

究手段の創生・開拓とその発展」の業績で日本地質学

会賞を受賞されています。

先生の数々のご研究の中で，主要なものに，方解石

―苦灰石ソルバス温度計を用いた花崗岩接触変成作用

の研究があります。丹念な野外調査と，鉱物組成分析

により，岐阜県春日村の貝月山花崗岩の接触変成作用

の温度分布を見事に決定されました。この研究は

Ralph Kretzの教科書Metamorphic Crystallization

にも紹介されています。もうひとつの重要な研究は，

鉱物粒界の研究です。従来は何も無いと考えられてい

た鉱物粒界に，希土類など様々な元素が濃集している

ことを発見されました。双方の研究とも，EPMAを

用いた鉱物の微小領域化学組成測定を手段としてお

り，今回の受賞業績である「ウラン，トリウム―鉛化

学 ア イ ソ ク ロ ン（Chemical Isochron Method:

CHIME）年代測定法」の開発へと発展する礎となる

研究と思われます。CHIME法の特徴は，地球科学系

の研究室に一般的に設置されている EPMAを用い

て，迅速にサブグレイン年代測定ができるという点で

す。さらに SIMSや ICPMSよりも小さい数ミクロン

という空間分解能で年代を測定することができます。

同位体測定をせずに年代測定をするという手法は，モ

ナザイトやジルコンのような，ウランやトリウムを多

く含み，結晶学的に初期鉛を含まないという鉱物の特

性をうまく利用したものです。それだけでなく，

CHIME法では数多くの分析を行ってアイソクロンを

つくり，かつそのアイソクロンが原点を通ることから

初期鉛が限りなく０に近いことをきちんと検証してい

ます。CHIME法の開発には，技術屋としての先生を

垣間見ることができます。先生は少年の頃，テレビを

分解し組み立てなおされたことがあるそうですが，

CHIME年代測定用の EPMAも数々の改造がなされ

ています。自らメーカーから回路図を取り寄せられ，

半田ごてを握り，制御プログラムもご自身で改良な

さっています。先生は地質学のみならず，電子工作に

も長けていたからこそ，この年代測定法が開発可能で

あったのかもしれません。私たちはこの改造された

CHIME年代測定専用の EPMAを，親しみを込めて
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「CHIMEマシン」と呼んでいます。Working 8 days

a weekというキャッチフレーズどおり，毎日夜遅く

になっても真っ暗な部屋の中で CHIMEマシンだけ

がカタカタと動き，黙々と特性 X線をカウントし，

膨大な数の年代測定値を生み出しています。この

CHIMEという名称にはお金のかかる巨大装置に頼る

現代科学のスタイルに警鐘（チャイム）を鳴らすとい

う意味も込められているそうです。鈴木先生の研究ス

タイルから，巨費をかけなくても既存の設備と頭（ア

イディア）を使うことによって，最先端の研究をする

ことができるということを教えていただきました。そ

して，先生には研究の「いろは」を懇切丁寧に教えて

いただくのではなく，「親父の後ろ姿を見せる」とい

う形で教えていただいたと思っています。先日，鈴木

先生の研究室へお伺いしてお話しする機会がありまし

た。先生はちょうど韓国へフィールドワークに行かれ

る準備をされていました。まだまだ研究課題がたくさ

んあるようです。今回受賞された日本地球化学会賞の

記念として，皆より４kgハンマーがプレゼントされ

たそうです。今後もこのハンマーを使ってますますア

クティブに研究でご活躍されることと思います。

（関西学院大学理工学部・壷井基裕）

奨励賞：福士圭介会員（金沢大学環日本海域環境研究

センター）

受賞題目：「先進的表面錯体モデリングによる酸化物

への陰イオン吸着挙動の予測」

福士圭介会員は，１９９８年に北海

道大学資源開発工学科の米田哲朗

先生の下で卒業研究を行った後，

北海道大学大学院環境・資源工学

専攻の修士課程で引き続き同先生

のご指導の下で研鑚を積まれた

後，金沢大学大学院自然科学研究

科の佐藤努先生（現：北海道大学）の下に進学され，

２００３年に博士（理学）を取得されました。学位取得

後，物質材料研究機構に技術補助員として２カ月ほど

過ごされた後に，産業技術総合研究所に特別研究員と

して約１年ほど在籍されました。２００４年からは米国

Johns Hopkins大学の D. A. Sverjensky先生の研究

室に２年間ポスドクとして在籍されました。その後，

金沢大学自然計測応用研究センター（現：環日本海域

環境研究センター）に赴任し，現在に至っておられま

す。

福士さんは，鉱物と水が関わる地球科学の分野で研

究を行っておられ，精密な実験や物理化学的に高度な

解析に基づいたユニークな研究を展開されています。

こうした研究を含む常温での水がらみの地球化学は，

Aqueous Geochemistryとか Low Temperature Geo-

chemistryなどと呼ばれ，地球史，風化と気候変動，

大気海洋系の物質循環，環境微生物学，地球表層の環

境科学など様々な興味深い分野を包含しています。そ

れが端的に示されていることとして，Geochimica et

Cosmochimica Acta誌などをみると，掲載論文中最

も多くの割合を占めているのがこの分野であることが

挙げられます。しかしながら，この分野の日本におけ

る研究は貧弱である感が否めないのも現状です。その

原因のひとつは，現象の本質をつく研究が多くないた

め，多くのケーススタディを統合的にみることができ

ない点にあると思われます。

こうした現状の中で，福士さんは個々の現象を物理

化学的に見つめる目を持ち，特にそれをモデル化し将

来予測につなげることに傾注しています。特に今回の

受賞対象となっている先進的な表面錯体モデリング

（Extended Triple Layer Model（ETLM）といわれ

るモデル）は，水環境中での微量元素の挙動を支配す

る固液界面での吸着現象を正確に記述することに成功

しました。１９９０年代より成長を遂げてきた表面錯体モ

デル（Surface Complexation Modeling; SCM）は，

膨大な研究が発表されているものの，想定する化学種

が分光学的に決定された化学種と対応がつかない点で

大きな問題となっていました。福士さんは，Sverjen-

sky教授と共同でこれまでの SCMでは考慮されてい

なかった吸着反応に伴う水分子の脱離の効果を理論式

に導入することで ETLMを確立し，様々な陰イオン

の鉱物表面への吸着反応に対して系統的に適用しまし

た。この ETLMは，分光学的に得られている化学種

の情報と整合性を保ちながら吸着反応を熱力学的に記

述することに成功しており，従来の SCMとは一線を

画するもので，吸着現象の本質的な解釈に貢献する研

究として国際的に高く評価されています。このような

研究は，地球化学の王道を行くものと私は信じてお

り，鉱物系の学会をベースにされていた福士さんがこ

こ数年地球化学会でコンビーナー等を続けておられる

ことは，地球化学会にとっても意義深く，日本の Low

Temperature Geochemistが切磋琢磨し，世界に通用

する集団になるために重要なことだと考えています。

また，物理化学的に正しく解釈された素過程研究
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は，様々な応用研究への展開が可能であり，福士さん

はそのような方面にも関心をお持ちです。例えば，水

中の有害元素の除去技術や放射性廃棄物の地層処分の

基礎科学の分野で成果を挙げられ，これまでに７件も

の特許を申請されています。こうした実績は，福士さ

んが工学部のご出身であることとも無縁ではないで

しょう。常にモデル化と将来予測を考えている福士さ

んの姿勢は，現象のみにとらわれがちな私にとって大

変刺激になる一面です。また福士さんのように応用を

睨みながら基礎研究を進めていくスタイルは，地球化

学の多くの分野で可能であり，「仕分けの時代」にお

いても地球化学が必要とされる科学であり続けられる

ことを福士さんは我々に気付かせてくれます。

非常にお堅い研究内容に比べて，福士さんの素顔は

かなり軟らかいようで，様々な面白い噂を耳にしま

す。私はその硬軟のギャップがどれほど大きいものな

のか完全には理解していないのですが，その多面性が

福士さんの魅力となって学生さんを引き付けているの

でしょう，金沢の福士グループには常時多くの学生さ

んが在籍しています。また，福士グループの学生さん

の発表はよく鍛えられており，いつも新鮮な感動を与

えてくれます。こうした学生指導の力量にも，福士さ

んの大きな将来性を感じます。

まあしかし色々な問題や悩みが世界にも日本にも個

人にも溢れていますが，人生一回きりですし，科学を

突き詰めて，何かに貢献して，私生活も楽しんで，思

いっきり生きていきたいと誰しもが願っている訳で

す。そんな中で，沢山の学生さんに囲まれながらアト

ミックな現象を突き詰めて，それが結局はマクロな現

象の解明や人類への工学的な貢献にもつながるなん

て，本当に楽しいことですよね，福士さん。

（広島大学大学院理学研究科・高橋嘉夫）

●「柴田賞・学会賞・奨励賞・功労賞」２０１１年度受賞

候補者推薦の募集

日本地球化学規定により，柴田賞・学会賞・奨励

賞・功労賞受賞候補者の推薦を募集いたします。つき

ましては，下記をご参照の上，会員各位のご関係で適

当と思われる受賞候補者を，自薦他薦を問わずご推薦

下さいますようお願いいたします。

候補者の資格：

（柴田賞）地球化学の発展に関し，学術上顕著な功績

のあった者。

（学会賞）地球化学の分野で特に優秀な業績を収めた

本会会員。

（奨励賞）地球化学の進歩に寄与するすぐれた研究を

なし，なお将来の発展を期待しうる本会会

員。受賞者の年齢は，２０１１年４月１日にお

いて満３５歳未満である（誕生日が１９７６年４

月２日以降である）ことを要する。

（功労賞）我が国の地球化学あるいは本会の発展に関

し寄与のあった者，または団体。

募集の方法：本会会員の推薦による。

推薦の方法：所定用紙に記載し，２０１１年１月３１日�ま
でに庶務幹事へ提出する（消印有効）。

提出先：三澤啓司（庶務幹事）

〒１９０―８５１８ 東京都立川市緑町１０―３

情報・システム研究機構 国立極地研究所

Tel：０４２―５１２―０７０９，Fax：０４２―５２８―３４７９

E-mail：affairs@geochem.jp

推薦の書式は，学会ホームページからダウンロード

できます。

http://www.geochem.jp/prize/index.html

また，会員名簿（２００９年度版）のハンドブックの７４

ページの書式をコピーして使用するか，同様の書式を

ワープロ等で作成していただいても結構です。

この件についてのお問い合わせは，本会庶務担当幹

事（上記）までお願いします。

●２０１１年度第１回鳥居基金助成の募集

２０１０年度第２回鳥居基金助成の応募の締め切りは，

２０１１年１月３１日（消印有効）となります。本学会ホー

ムページに応募要項がありますので，ご参照の上，応

募書類を提出して下さい。なお今回の助成の対象

は，２０１１年４月から２０１２年３月までの１年間に実施さ

れる海外渡航及び国内研究集会となりますのでご注意

下さい。

http://www.geochem.jp/prize/torii.html

申請手続

応募者は，学会ホームページからダウンロードした

申請書（学会誌 Vol．４３特別号（会員名簿）の９４，９５

ページにも掲載されています）（�－Aまたは�－
B）を所定の期日までに下記に提出して下さい。参考
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となる資料（海外派遣については業績リストおよび学

会参加の場合は学会概要等，国内研究集会については

集会の案内・概要等）を添付してください。なお，海

外渡航により国際学会等での研究発表を行う場合は，

申請書の「研究の目的」欄に，渡航にあたっての抱負

や発表する論文の内容・重要性などを記載して下さ

い。また，海外派遣に関しては，他の研究助成金との

重複受給は認められておりませんので，ご注意下さ

い。

提出先：三澤啓司（庶務幹事）

〒１９０―８５１８ 東京都立川市緑町１０―３

情報・システム研究機構 国立極地研究所

Tel：０４２―５１２―０７０９，Fax：０４２―５２８―３４７９

E-mail：affairs @ geochem.jp

評議員会議事録

●第２回評議員会（メール審議）

評議員会において４件のメールによる審議をおこ

なった（審議期間：６月下旬から７月上旬）

１．「地球化学」論文・総説の pdf版を公開すること

（１９６８年から２００４年までを pdf化する）について審

議，採決した。以下の２点が，検討すべき事項で

あった。

a）学会員以外の閲覧について提案：最近２年間

分は会員限定にし，非会員の方は有料とする。理

由：今後の会員数増を考えた場合，全部無料の方が

すっきりしているとも思われるが，直近２年間であ

れば，それを見たくて会員になる人はそれほどいな

いと判断した。一方でこれまで会員だった人が，誰

でも全部タダで見られるとなると，会員であること

のプレミア感が薄れたと感じて，会員をやめてしま

う人が少しはいると判断している。

b）電子化のサイトをどうするか提案：CiNii（国

立情報学研究所電子図書館内）を利用する。理由：

CiNiiは公開に関する手数料などの料金は無料であ

り，検索機能もあるので，サーキュレーションも高

まる，会員のみが閲覧できるようにするシステムも

サービスに付帯している，など，便利でコストがか

からず，有用であると判断した。なお非会員も無料

で落とせる分については，これまでと同様に地球化

学会のHPからもダウンロードできるようにする。

２．財政問題WGからの GJの出版についての提案

（科研費の助成に頼らない GJの出版をおこなうべ

きである，科研費の申請はおこなわない，出版社に

GJ出版およびその販売を委託する，そのために，

Editorial boardと Copyrightは学会側にという条

件で，出版社各社と話し合いを始める）を審議し，

承認された。

３．学会賞等選考委員会（鍵委員長）からの各賞授賞

候補者の推薦をうけ，審議した結果，日本地球化学

会奨励賞を福士圭介会員に，日本地球化学会賞を鈴

木和博会員に，柴田賞を角皆静男会員に授賞するこ

とが承認された。

４．GJ論文の DOI付与を迅速化するために，J-

Stage CrossRefの DOI付与サービスから離脱する

ことについて，審議し，承認された。

（庶務幹事・三澤啓司）

●第３回評議員会

日時：９月６日 １２時１０分～１７時３０分

場所：立正大学熊谷キャンパス

地球環境科学部（３号館）１F

出席：海老原会長，吉田副会長および鍵，川口，下

田，鈴木，高橋，瀧上，谷水，中井，西尾，野

尻，松枝，松本，丸岡，山本，三澤評議員

欠席：松久監事，佐野 GJ編集委員長，川幡，橘，谷

本，平野，山中評議員

オブザーバー：大隅会員

１．審議事項

� ２００９年度事業報告（案）・２０１０年度事業中間報告

（案）・２０１１年度事業計画（案）が庶務幹事および

会計幹事から提示され，修正ののち承認された。

� ２００９年度決算報告（案）・２０１０年度会計中間報告

（案）・２０１１年度予算（案）が庶務幹事および会計

幹事から提示され，修正ののち承認された。

� ２０１０年度総会議事次第（案）が庶務幹事から提示

され，承認された。

� 会則の改定（１３条）および「鳥居基金」の内規の

改定について

日本地球化学会役員選出細則第８条では，「評議

員は３期連続選出されない」と規定されていたが，

これまで，会長委嘱の評議員のなかに，第８条に抵
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触した場合があった。そこで，現行の１３条「会務を

執行するための幹事若干名をおく。幹事は評議員の

承認を経て評議員の中から会長が委嘱する。幹事は

会長，副会長とともに幹事会を構成する」を「会務

を効率的に執行する為に幹事をおく。幹事は評議員

の承認を経て評議員の中から会長が委嘱する。幹事

は会長，副会長とともに幹事会を構成する。会長は

必要に応じて，オブザーバーとして幹事会に出席す

ることを会員に要請することができる」に改訂する

案が会長より提示され，了承された。

� 会員情報データベースの充実化について

各種受賞に対する推薦依頼等に対して，学会とし

て迅速かつ的確に対応するために，データベースを

構築し整備していくべきであるという提案が，丸岡

幹事からなされた。そこで，会員名簿（my page）

を中心に，各会員の専門分野・研究分野などのデー

タを掲載する方向で検討し，個人情報の取り扱いに

充分配慮しながら，学会員の利益につながるデータ

ベースを構築していくことが了承された。

� 財政問題と法人化について

財政問題WGからのふたつの答申「GJの直接出

版費を減らすために，学会側が編集権と copyright

を持ち，出版社に出版権と販売権を委ねるという出

版方式をとるべきである」と「学会役員選挙を web

投票とすることによって経費の削減は出来ないの

で，従来通りの投票用紙を郵送するという方式を踏

襲するべきである」について審議し，了承した。法

人化WGから，「現時点で学会を法人化するメリッ

トは見当たらないので，法人格取得を見送るべきで

ある」という答申を受け審議した結果，法人化を見

送ることとした（今後２年間は法人化しない）。た

だし，法人化に向けた議論および準備は，会長主導

により継続していく。

� 惑星科学連合大会のプログラム委員選出方法につ

いて

２０１１年連合大会終了後に，推薦あるいは投票によ

り選出された委員候補者を，評議委員会において

オーソライズすることとなった。２０１１年連合大会の

プログラム委員は，鈴木幹事，下田幹事，角皆会

員。

� 総会議長選出方法について

形骸化した総会会場内からの選出をやめ，次期年

会 LOCメンバーが議長を務めることを総会におい

て承認するというかたちをとることとなった。

	 地球化学講座４巻（有機地球化学）の韓国語版出

版について

韓国の地球化学研究者から，地球化学講座４巻

（有機地球化学）の韓国語版を出版したい旨の意向

が同巻編集責任者の石渡良志会員，山本正伸会員を

通じて会長に伝えられた。商業ベースに載せないこ

と，版権は学会にあることを確認したうえで，必要

があれば文書を取り交わすことを条件に了承され

た。なお，同講座出版委員会委員長の松久幸敬会員

および出版社の了解は得られている。

２．委員の選挙

学会賞等選考委員および鳥居基金委員の選挙がお

こなわれた。

３．報告事項

� 庶務（三澤幹事）

第２回評議員会にあたるメール審議４件の結果を

纏めて報告した。

「地球化学」pdf版の公開について（１９６８年から

２００４年までの論文・総説を pdf化し，学会HPから

ダウンロードできるようにする）審議し，承認し

た。

財政問題WGからの提案（今後科研費の申請は

おこなわない，出版社に GJ出版およびその販売を

委託する，そのために，編集権と版権は学会側にと

いう条件で，出版社各社と話し合いを始める）を審

議し，承認した。

学会賞等選考委員会（鍵委員長）から各賞授賞候

補者の推薦をうけて審議し，承認された。

GJ論文の DOI付与を迅速化するために，Cross-

Refの DOI付与サービスから離脱することについ

て，審議し，承認した（CrossRef全体からの離脱

は，文献検索に該当しなくなるなどデメリットがあ

るので，DOI付与サービスからのみの離脱が可能

かどうか問い合わせる）。

はやぶさ地球帰還に対する声明文（会長名）を公

表（６月１４日）した。GJ賞楯を作製した。ゴール

ドシュミット会議での授賞式へ楯を手配し，またド

イツへ送付した。柴田賞，学会賞，奨励賞受賞者に

通知し，授賞式にむけて賞状とメダルを手配した。

育志賞学会推薦の応募書類作成をおこない，学振へ

申請書を送付した（１件推薦／１件応募）。第２回

鳥居基金による国内研究集会助成：火山性流体討論
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会（角野浩史）に通知書を送付した。

� 会計（谷水幹事）

２０１０年８月３１日までの会計状況を報告した。

２００９年会計決算（案）について：松久監事による

監査が済んでいる。収支は，約４０万円の赤字であ

る。前回の幹事会報告から，名簿作成費および業務

委託費がかなり増加している。２００８年と比べると，

会費収入が１５万円減，科研費出版助成が４０万円減で

ある。

２０１０年中間報告（案）（７／３１までを反映）につい

て：支出は概ね昨年と同額である。会費収入は，前

２年間と比べて約３５万円減。出版助成は，６０万円減

である。

２０１１年予算（案）：収入については，２０１０／７／３１時

点の総会員数から単純に額を算出している。科研費

出版助成は，２０１０年度の３２０万円から２９０万円（内定

額）に減額される予定。支出については，会議費，

電子化経費を２０１０年度支出よりも減額してある。収

支は，現状で８５万円の赤字。幹事経費の精査を進め

る予定である。

鳥居基金とゴールドシュミット会議基金：鳥居基

金は，１件採択，残予算は２５８万円。ゴールドシュ

ミット会議協賛金の今年度請求書類は未着であり，

現時点で同基金に増減はない。広島 LOCより，

２００９年度年会余剰金からゴールドシュミット会議基

金へ６５万円の入金があり，残予算はおよそ１８８万円

である。

� 会員（丸岡幹事）

会費未納者に対して，６月２５日付で未納会費督促

状（手紙）を送付した。内訳：１～２年目の未納者

が１２８名，３年目の未納者が１９名（これで未納の場

合には除籍とする），海外の未納者が１１名（このう

ち２名は３年目未納者），計１５８名。国内３年目未納

者のうち２名，国外１名が督促請求後に支払いがあ

り，現在残り１８名（国外１名を含む）が未納の状態

である。

【退会】

（３月）

（一般正会員）

８２８１０３８ 垣内正久 ２０１０／３／８逝去

（４月）

（学生正会員）

９２８２５２８ 柴田直弥

（５月）なし（６月）なし（７月）なし（８月）なし

【会員種別変更】

（２月）

９２８２４３８ 金子雅紀 学生正会員から一般正会員へ

９２８２５７８ 堀 真子 学生正会員から一般正会員へ

９２８２５８５ 江端新吾 学生正会員から一般正会員へ

（４月）

２２８０３９８ 能田 成 一般正会員からシニア正会員へ

７２８０８０９ 乗木新一郎 一般正会員からシニア正会員へ

８２８２２２０ 北田幸男 学生正会員から一般正会員へ

９２８２４０３ 奥沢和浩 学生正会員から一般正会員へ

９２８２４５２ 吉村俊平 学生正会員から一般正会員へ

９２８２５７５ 藤原早絵子 学生正会員から一般正会員へ

（５月）

９２８２４１０ 小竹翔子 学生正会員から一般正会員へ

（６月）なし

（７月）

９２８２５８６ 中尾武史 学生正会員から一般正会員へ

（８月）

９２８２４８８ 菊池麻希子 学生正会員から一般正会員へ

【入会】

（２月）

（正会員）

９２８２６５１ SOHN KEE-SEOK

９２８２６５２ JO HYUN-JA

９２８２６５３ 鵜野 光 ウノヒカル

９２８２６５４ 柘植研一 ツゲケンイチ

（３月）

（正会員）

９２８２６５７ 並木健二 ナミキケンジ

９２８２６６１ 吉川知里 ヨシカワチサト

（学生パック）

９２８２６５９ 河野麻希子 コウノマキコ

（４月）

（正会員）

９２８２６１７ 町田嗣樹 マチダシキ

９２８２６６５ 廣田明成 ヒロタアキナリ

（学生パック）

９２８２６５８ 濱崎 浩 ハマサキヒロシ

９２８２６６２ 横山由佳 ヨコヤマユカ

（学生正会員）

９２８２６６３ 中村明博 ナカムラアキヒロ
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９２８２６６４ 安齋博哉 アンザイヒロヤ

（５月）

（正会員）

９２８２６７２ 荒井朋子 アライトモコ

千葉工業大学惑星探査研究センター

９２８２６７３ 瀬口真理子 セグチマリコ

応用地質株式会社エネルギー事業部技術部

（学生パック）

９２８２６６６ 片岡良輔 カタオカリョウスケ

名古屋大学大学院環境学研究科地球環境科

学専攻 地球化学講座

９２８２６６７ 伊藤由喜 イトウユウキ

名古屋大学大学院環境学研究科地球環境科

学専攻 地球化学講座

９２８２６６８ 城森由佳 ジョウモリユカ

名古屋大学大学院環境学研究科地球環境科

学専攻 地球化学講座

９２８２６６９ 太田祥宏 オオタヨシヒロ

東京大学大学院理学系研究科地球惑星科学

専攻 大気海洋研究所

９２８２６７０ 磯山陽子 イソヤマヨウコ

大阪市立大学大学院理学研究科生物地球系

（６月）

（正会員）

９２８２５６６ 森下知晃 モリシタトモアキ

金沢大学フロンティアサイエンス機構

９２８２６７４ 三好雅也 ミヨシマサヤ

京都大学大学院理学研究科付属地球熱学研

究施設

（学生パック）

９２８２６７１ 高橋幸士 タカハシコウジ

北海道大学大学院理学研究科自然史科学専

攻 地球システム進化研究グループ

９２８２６７５ ヴ ティ ジュウ フオン

京都大学化学研究所水圏環境解析化学研究

領域

９２８２６７９ 西本礼香 ニシモトアヤカ

上智大学大学院理工学研究科

９２８２６８０ 深井 惠 フカイメグミ

上智大学大学院理工学研究科

９２８２６８１ 松本祐介 マツモトユウスケ

上智大学大学院理工学研究科

（７月）

（正会員）

９２８２６９２ 山本真也 ヤマモトシンヤ

北海道大学低温科学研究所

（学生会員）

９２８２６８３ 中嶋勇輔 ナカシマユウスケ

京都大学大学院理学研究科化学専攻 水圏

環境解析化学研究室

９２８２６８７ 市川寛之 イチカワヒロユキ

上智大学大学院理工学研究科理工学専攻

（学生パック）

９２８２６７８ 吉村寿紘 ヨシムラトシヒロ

東京大学新領域創成科学研究科自然環境学

専攻

９２８２６８４ 吉田知紘 ヨシダトモヒロ

東京大学大学院理学系研究科地球惑星科学

専攻

９２８２６８５ 森島 唯 モリシマユイ

京都大学大学院理学研究科化学専攻 水圏

環境分析化学分科

９２８２６８８ 関谷朋子 セキヤトモコ

学習院大学大学院自然科学研究科化学専攻

村松研究室

９２８２６９１ 今井崇暢 イマイタカマサ

東京工業大学大学院理工学研究科地球惑星

科学専攻

（８月）

（正会員）

９２８２６９８ 有山 薫 アリヤマカオル

財団法人日本穀物検定協会東京分析セン

ター研究開発グループ

（学生パック）

９２８２６８９ 森脇絵美 モリワキエミ

九州大学大学院理学府地球惑星科学専攻

９２８２６９３ 窪田 薫 クボタカオル

東京大学大気海洋研究所海洋底科学部門

９２８２６９４ 尾崎和海 オザキカズミ

東京大学大学院理学系研究科地球惑星科学

専攻

９２８２６９６ 岡林識起 オカバヤシサトキ

東京工業大学大学院理工学研究科地球惑星

科学専

９２８２６９７ 山崎香奈 ヤマザキカナ

東京大学大学院理学系研究科地球惑星科学

専攻 地殻化学実験施設
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９２８２７０１ 村井彰宏 ムライアキヒロ

九州大学大学院理学府地球惑星科学専攻

日本地球化学会会員数（２０１０年８月３１日）

会員種別 人数

一般正会員 ７４４

学生正会員 １２２うち，学生パック４６名

シニア正会員 ６５

賛助会員 １０（契約口数１１）

名誉会員 ９

合計 ９５０

� 編集

a．GJ（佐野編集委員長）

２０１０年発行状況について：２０１０年 No．３は６月

末に配布された。２０１０年 No．４は８月末に配布さ

れる予定。２０１０年８月２７日現在の編集状況につい

て，報告がなされた。現状では，論文が受理されて

からゲラ刷りが出来るまで３～４ヶ月，印刷出版さ

れるまでに８～１０ヶ月を要している。

b．和文誌「地球化学」（高橋編集委員長）

「地球化学」過去の記事の電子化について：評議

員会のメール審議を受けて，CiNiiと連絡を取りな

がら進行中である。直近２年間については，会員の

みオープンアクセスとする方針である。現在，会員

の確認方法を検討中である。

２０１０年 Vol．４４，No．３の掲載予定：報文１報，

企画総説「地球化学の最前線」１報，博士論文抄録

２報。

新企画として，「地球化学の最前線」開始１ペー

ジ目掲載のロゴ（現在の地球化学が未来に向かって

突き進んでいくイメージ）を作成した。

２０１０年 Vol．４４，No．４特集号「有機物・微生物・

生態系の地球化学」（編集：高野淑識，沢田健）：８

編の論文・総説が集まり，３編を受理，５編が審査

中である。

特集号として「アストロバイオロジー」（提案

者：薮田ひかる）の提案があり，２０１１年 Vol．４５，

No．４をこれに充てることを決定した。薮田氏に

は，特別号の編集委員を依頼した。今年度の「有機

物・微生物・生態系の地球化学」や昨年度の「太陽

系起源研究の新展開」と分野が似ているという懸念

があったが，会員からの提案であることを尊重し

て，上記に決定した。

その他，「地球化学」の印刷部数を，Vol．４４，

No．３より２５０部削減することとした。現状１２５０部

→１０００部。内訳：テラパブ：６０部，編集長（高橋＠

広大）：１０部，ニュース担当（谷本）：５部，会員＋

国際文献：９２５部。

「地球化学」Vol．４４，No．２に落丁があることが

判明した。具体的には，P．６３～６７が上下さかさま

なっているものについて，７件の報告があった。

メールニュースにより会員に落丁をアナウンスし，

交換依頼があった２件について，電算印刷より正常

なものを発送した。

c．ニュース（谷本幹事）

ニュース電子メール版の配信。２０１０ No．８４～１２２

まで，合計３９件のメールニュースを配信した（８月

２７日現在）。ニュースレター No．２０１を「地球化学

Vol．４４，No．２」巻末で発行した（６／２５）。ニュー

スレター No．２０２の発行予定（８月末発行予定）。

２０１０年度日本地球化学会年会のお知らせ【立正大学

福岡孝昭】学会からのお知らせ２０１０年ゴールドシュ

ミット国際会議（６／１３～１８）報告【広報幹事 下田

玄】研究集会などのお知らせ山岳地域における大気

化学・物理シンポジウム（６／７～１１）参加報告【環

境研 谷本浩志】院生による研究室紹介 No．１７気

象研究所地球化学研究部 第一研究室・第二研究室

（松枝秀和室長・石井雅男室長）【気象研 笹野大

輔】書評「湖水爆発の謎を解く―カメルーン・ニオ

ス湖に挑んだ２０年」日下部実【東京大学 長尾敬

介】２０１０年度日本地球化学会年会プログラム【立正

大学 福岡孝昭】

� 将来計画委員会出版WG（吉田副会長，高橋幹

事）

財政問題WGの答申内容を確認した。新たに刊

行される JpGUの E-letter誌に関する情報を共有

し，GJとの競合への対応を検討した。また，GJ

の将来像について，議論がなされた（オープンアク

セスやアジア諸国との連携も視野に入れる）。夜間

集会において，GJの現状を紹介し，将来像につい

て議論することとなった。

� 広報（鈴木幹事）

学会HPに「会員の研究成果」ページを開設する

とともに，学会員の最新著書の紹介，学会各賞・鳥

居基金の受賞者紹介，学会の様子を表す写真なども

掲載し，会員活動の普及や地球化学の啓蒙に努め

る。Goldschmidt 2010に間に合わせるために，パ

ンフレットの追加印刷をおこなった。学会HPのバ
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ナー広告は，クライアント不足が続いている。講師

派遣事業は，旅費の手当が不可欠なため，スポン

サー探しを継続するとともに，学会からの援助も検

討してほしい。

� 企画（鍵幹事）

２０１１年度の年会は，南川会員を中心に北海道大学

で９月に開催する予定である。２０１２年度の開催地

は，必ずしも首都圏に限定せず，交渉をすすめる。

２０１０年度年会では，ポスター賞に加えて，学生会員

の口頭発表賞も設けることとなった。

年会準備状況：昨年度，一昨年度と同様に，セッ

ション制（２１セッション）を採用し，プログラムを

運用する。日程が海洋学会と完全に重なり，海洋化

学関係の会員の多くが不参加となった。口頭発表が

２１３件，ポスター発表が８４件，受賞講演が３件であ

る。LOC，庶務幹事，企画幹事の役割分担と連携

が充分でなかった（たとえば，受賞講演者への講演

依頼，座長の依頼について，公開講演会の科研費申

請について，名誉会員への年会参加案内につい

て）。来年は，LOC，庶務幹事，企画幹事が連携し，

これらの事柄について充分留意する。

� JPGU教務検討委員会および地学オリンピック

（瀧上評議員）

JPGU教務検討委員会は，地学教育（地球科学

分野）に関わる解説書の作成や各種提言のとりまと

めをおこなっていることが報告された。２０１２年につ

くば市において開催される第６回国際地学オリン

ピック日本大会の概要が紹介され，学会として協賛

することが了承された。

	 CST養成拠点構築事業（横浜国立大学）への連

携（鍵幹事）

横浜国立大学を含めた合同プロジェクトとして，

新しい教員養成プランが立ち上がったことが報告さ

れた。理科離れや教育スキルの低下を防止するため

に，日本地球化学会が本事業に連携していくことを

確認した。


 世界化学年２０１１への取り組みについて（吉田副会

長）

学会としての事業のなかで世界化学年の主旨に

沿ったものがあれば，ロゴ等を使用し積極的にア

ピールしていくことを確認した。

（庶務幹事・三澤啓司）

研究集会報告とお知らせ

●２０１０年度第１回鳥居基金助成報告（TE‐６７）

氏名：山口保彦（東京大学大気海洋研究所）

助成：国内研究集会

課題：２０１０年度日本地球化学若手シンポジウム

日本地球化学会「鳥居基金」の助成を受け，２０１０年

度日本地球化学若手シンポジウムを埼玉県秩父郡の長

瀞荘において，２０１０年９月９～１１日（２泊３日）にわ

たって開催しました。本シンポジウムは，１９７７年以降

ほぼ毎年開催されてきた地球化学若手会の流れを汲ん

でおり，２０１０年度は通算３２回目です。２年ぶりに日本

地球化学会年会との連続開催となりました。招待講演

者も含め，全国１４の大学・研究機関から５０人が参加

し，その内訳は修士課程が２８人，博士課程が１７人，

PD・助教が５人でした。遠方から参加した学生に

は，交通費を一部援助しました。シンポジウムでは，

若手研究者招待講演（５件），研究ポスター発表（４０

件），野外巡検，研究交流グループワークを行ないま

した。

２０１０年度の招待講演は「若手研究者―それぞれの過

去，現在，未来」というテーマを設定し，５人の若手

研究者の方々―関根康人さん（東京大学・助教），川

口慎介さん（海洋研究開発機構・ポスドク研究員），

神谷奈津美さん（防衛大学校・助教），柏山祐一郎さ

ん（筑波大学・学振 PD），板井啓明さん（愛媛大学・

助教）［講演順］に，１日目および２日目に講演して

いただきました。若手シンポジウムならではのざっく

ばらんな雰囲気の中，キャリアの転換点や，進路に関

して悩んだ経験，今後の野望，学生へのアドバイスな

どについて，５者５様のバラエティ豊かな人生経験・

考えを話していただきました。講演者と聴衆（大学院

生）の年齢が近いこともあり，アンケートでは

・研究者の「研究」についてではなく，人生について

お話を聞く機会が今までなかったので，新鮮で面白

かった。進路について悩んでいたので参考になっ

た。

・どの話も面白く，自分と同じように悩んでいた事を

知って，少しほっとした。前向きになれた。

・非常に刺激的で，視野が広がる機会になった。人

生，研究計画の再考をしていく意欲が出た。

など，全体的に非常に好評でした。

参加者による研究発表に関しては，例年は口頭とポ
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スター両方の形式がありましたが，２０１０年度は全員が

ポスター発表という形式を取り，参加者同士が直接議

論して交流することを重視しました。４０件の発表を各

日１回（計３回）のコアタイム（２時間程度）に分け，

コアタイム前には各自１分間のポスター紹介も行ない

ました。飲み物食べ物を片手に，ポスター前の議論は

深夜まで続きました。この形式に対してアンケートで

は，

・直接いろいろ質問できて交流できるので，口頭発表

より楽しかった。

・ラフな雰囲気でできるところが若手会らしく，とて

もいいと思う。

・ポスターセッションは時間内に全て回れない事が多

いので，事前に全員の方の研究内容が聞けたのは良

かった。

など，肯定意見が多数でした。また，参加者間投票の

結果，最優秀ポスター発表賞に高田理恵さん（九州大

学M１），優秀ポスター発表賞に吉野徹さん（東京大

学 D３）と横山隆臣さん（京都大学 D２）がそれぞ

れ選ばれました。

２日目の昼には，シンポジウム会場のすぐ近くにあ

る，三波川変成岩露頭の野外巡検を行ないました。巡

検講師は宇野正起さん（東京工業大学 D１）にお願

いし，露頭岩石の組織や組成を，海洋プレートの沈み

込みに伴う様々な現象と結びつけて解説していただき

ました。固体地球科学や野外調査に馴染みがない参加

者も少なからずいましたが，アンケートでは，

・最初は変成岩って何？ くらいのレベルだったので

すが，いろいろと詳しく説明・解説して頂いたので

興味深かったです。

・普段フィールドに行かないので楽しかった。今後自

分の研究に役立てたい。

など，全体的に非常に好評でした。ただし，厳しい残

暑と日射のため「体力的に大変だった」という声も多

く見られました。

研究交流グループワークでは，「共同研究プロジェ

クトを立案する」というテーマのもと，参加者を７つ

のグループに分けました。２日目の昼から夜にかけ

て，各グループ内で研究交流し，研究プロジェクトを

立案して，３日目朝に他のグループに向けて１０分程度

の発表を行ないました。３日目明け方まで議論を続け

るグループも出るなど，非常に密度の濃い企画となり

ました。アンケートでは，

・他の人の研究と自分の研究との関連について考えら

れたことが非常に勉強になった。大きな構想の中の

自分の研究の位置づけを確認できてとても有意義

だった。

・共通項の中からどのようなアプローチをするのか発

想する，よい訓練になった。

という肯定意見がある一方で，議論・作業の時間が限

られていたこともあり，

・新しい試みで面白いと思ったが，他の人の研究を理

解し，自分の研究とつなげるのが難しかった。大変

だった。

など，グループワークの難しさを指摘する意見も見ら

れました。また今回は共通項がありそうな参加者を同

じグループとしましたが，

・全く分野の異なる人でグループを作ると，意外なつ

ながりがみえて得るものが大きいと思う。

といった意見もアンケートでは複数見られました。シ

ンポジウム事務局にとっても初めての試みで試行錯誤

だったため，来年以降にグループワークを続ける場合

は仕組みを改善できればと思います。

スケジュールを少し詰め込みすぎた感もあります

が，全体的に参加者の満足度は高く，シンポジウムは

成功だったと言えると思います。当日の写真やプログ

ラムなど詳細は地球化学若手会ウェブサイト（http://

geochemwakate.blogspot.com/）に掲載していますの

で，興味のある方は御覧ください。そして，２０１１年度

の日本地球化学若手シンポジウムは，北海道大学理学

院自然史科学専攻の方々が運営スタッフを引き受けて

くれました。北海道において日本地球化学会年会と連

続で開催する予定ですので，次回も全国から多数の

方々に参加していただければと思います。

結びになりましたが，シンポジウムに参加された

方々，招待講演・巡検を引き受けていただいた講師の

方々，運営に協力してくれた東京大学・東京工業大学

の事務局スタッフ，そして研究集会助成をして下さっ

た日本地球化学会に，この場を借りて御礼申し上げま

す。

●日本地球惑星科学連合２０１１年大会のお知らせ

日本地球惑星科学連合大会は，地球・惑星・宇宙科

学に関連する４８の学術協会が共同で開催する学会で

す。この様に多様な研究者が一同に集う機会は，おそ

らく連合大会だけだと思われます。皆様，奮ってご参

加下さい。
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会期：２０１１年５月２２日�～２７日� ６日間

会場：幕張メッセ国際会議場（千葉市美浜区）

大会ホームページ

http://www.jpgu.org/meeting/index.htm

主な日程

２０１０／１２／２０ 開催セッション一覧公開

２０１１／１／１１ 予稿集原稿投稿募集開始，大会参加登録

申込開始

１／３１ 予稿集原稿投稿募集早期締切

２／４ 予稿集原稿投稿募集締切

４／８ 大会参加登録申込早期締切

日本地球化学会が提案母体となっているセッション

水循環，大気化学，固体地球化学・惑星化学，火山

の熱水系（セッション記号順）。

（広報幹事・下田玄）

●Goldschmidt国際会議２０１１のお知らせ

Goldschmidt国際会議は，８月１４日から１９日にチェ

コ共和国の首都プラハで開催されます。この国際会議

は，地球化学に関連する多くの分野を網羅しており，

最新の成果について活発な議論がなされます。また，

セレモニーでは，Geochemical Journal賞の授与式も

行われます。詳細は Goldschmidt会議のホームペー

ジを（http://www.goldschmidt2011.org/）を参照下

さい。主な日程を以下に示します。

〈今後の日程〉

２０１１／２／１，要旨投稿受付，オンライン参加登録開始

４／１５，要旨投稿終了（２３：５９ UTC）

６／１５，早期参加登録終了

７／１５，オンライン参加登録終了

８／１４～１９，Goldschmidt 2011開催（チェコ共和

国プラハ）

（広報幹事・下田玄）

院生による研究室紹介 No．１８

北海道大学大学院環境科学院地球圏科学専攻

環境変動解析学グループ

（南川雅男教授，杉本敦子教授，山本正伸准

教授，山下洋平准教授，入野智久助教）

皆様，こんにちは。今回の研究室紹介では北海道大

学大学院環境科学院地球圏科学専攻環境変動解析学グ

ループの紹介をさせていただきます。今回の紹介は博

士課程２年の上田が担当致します。宜しくお願いしま

す。

現在（２０１０年１１月）本グループは南川雅男教授（現

大学院環境科学院長，探索計測分野所属），杉本敦子

教授，山本正伸准教授，山下洋平准教授，入野智久助

教（４名とも環境変動解析学分野所属）の５名の教員

の他，大学院生２０名（博士課程１０名，修士課程１０名），

研究生２名，研究支援スタッフ５名の合計３２名で構成

されています。また，本グループは北海道大学理学部

地球科学科の教育も担当しており，地球科学科４年生

の研究室配属先の１つにもなっています。その為，毎

年地球科学科４年生を受け入れており，現在６名の学

部生が所属しています。加えて，ここ数年で海外から

の留学生も増え，現在中国，韓国，マレーシア，イン

ド，ロシアからの留学生が本グループに在籍してお

り，それぞれの研究を進めています。

私たちのグループの掲げる大目標は，「地球環境の

未来を予測するために第四紀古環境及び現在の環境変

動の様相と仕組みを解明していく」というものです。

その目標を達成していく為に，様々なフィールドで観

測・モニタリングを通して多くのデータを集め，安定

同位体を用いた同位体化学の他，堆積学や有機化学と

いったツールを駆使して過去の環境の変遷過程や現在

の水，炭素，及び窒素の循環過程の解明に取り組んで

います。また，これらの研究を進めていく上で本グ

ループでは，安定同位体質量分析計（MAT 253;

Thermo Fisher Scientific, DeltaV; Thermo Fisher

Scientific）や液体クロマトグラフ質量分析計

（micrOTOF-HS; Bruker Daltonics），レーザー回

折・散乱型粒度分析装置（LA―９２０；HORIBA）等の

機器を利用して，分析を進めています。
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ここで，本グループで行われている研究内容をもう

少し詳しく説明していきます。

本グループが対象としている主なフィールドは，陸

域と海洋です。

陸域では，生物圏と地球環境の相互作用，具体的に

陸上の物質循環において重要である様々な生態系で水

環境や水循環が変化したときに炭素・窒素循環がどう

変化するであろうか，ということを解明すべく寒帯林

やツンドラ，その他の湿地などで水・炭素・窒素安定

同位体比（δD，δ１８O，δ１３C，δ１５N）を用いて物質循

環解析を行っています。ここで対象としているフィー

ルドは北海道内の実験林の他，特に温暖化等の気候変

動に対して敏感に応答し得る永久凍土と，その凍土の

上に広がる東シベリアのタイガ林になります。前述し

た物質循環解析ですが，水循環解析については私の博

士課程の研究テーマであり，現在降水や大気水蒸気等

の水安定同位体比を利用し，降水システムのメカニズ

ムの解明を行っており，この内容で学位の取得を予定

しています。また，後輩の研究テーマの１つとして東

シベリアタイガ林の樹木年輪の炭素同位体比の変動の

解析を通して，過去の土壌水分量の復元を試みていま

す。その他にも，近年の温暖化の影響を見るために地

温や土壌水分量の観測を継続して行い，凍土の融解プ

ロセスの解析も行っています。炭素循環解析について

は，タイガ林内の土壌呼吸・光合成由来の CO２や大気

CO２の炭素同位体比を用いて森林生態系が炭素の吸収

域になるか放出域になるか解析している他，タイガ林

の北限にあるツンドラにて温室効果ガスの１つである

メタンの放出量の測定や生成過程の解析を行っていま

す。窒素循環解析については，貧栄養土壌という環境

下にあるタイガ林内での窒素の利用過程を，窒素同位

体比を利用したトレーサー実験等で解析しています。

また，陸域における別の研究として，軽元素の安定同

位体比（特に炭素・窒素）や有機物分子（バイオマー

カー分子）分析を手段として，生態系や物質循環の構

造および環境と人類との関わりに関する研究が行われ

ています。また，人為的環境改変の過程を定量評価す

る化学分析法を開発し，遺跡の出土遺物などに応用す

ることで縄文時代等における初期の農耕栽培や家畜飼

育の証拠を発見し，先史人類の化石を分析して食生態

の変化を明らかにするなどの研究も行われています。

遺跡は日本国内のものや中国のものが対象となってい

ます。

海洋での研究は，西太平洋とその縁海（南シナ海，

東シナ海）から採取した海底コアに含まれるアルケノ

ン，TEX８６，陸起源バイオマーカー，海洋生物起源バ

イオマーカー，及びそれらの炭素・水素同位体比を分

析し，海面温度，陸上植生，水収支を復元して全球温

写真１：２０１０年度大学院環境科学院入学式時の環境変遷学グループメンバー集合写真。左上は
南川先生，最下段左から４番目が入野先生，後ろから２列目・左から３番目が山下先
生，最上段左から３番目が山本先生，一番右端が杉本先生です。
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暖化との対応関係を検討する研究の他，熱帯太平洋か

ら採取した海底コアに含まれるアルケノンの炭素同位

体比と TEX８６を分析し，過去７００万年間の大気 CO２濃

度変化と熱帯海面温度変化を復元し，熱帯温度（すな

わちおおよその全球温度）の CO２濃度に対する感度を

求める研究等が進められています。また，西部北太平

洋域の海底から採取された堆積物コア中の堆積物の粒

度・鉱物・元素組成を測定することで堆積物中の各鉱

物粒子が黄砂としてアジア大陸内陸部からやってきた

のか，周辺の島弧域からやってきたのかを調べ，それ

らから大陸内部の気候乾燥度と極東域の降水量が過去

においてどのように変動してきたのか，という事を解

析する研究が進められている他，海洋堆積物中の有孔

虫化石の酸素・炭素同位体比を用いて，過去の海洋域

での降水量・蒸発量を含めた水収支の復元を試みる研

究も行われています。

これらの研究に加えて，海洋と陸域を跨いだ物質循

環の研究として，非生物態有機物の挙動の解明する研

究が行われています。特に溶存有機物を対象として溶

存有機炭素濃度の測定等の量的評価と吸光光度法・蛍

光光度法による質的評価を行い，陸域水圏（河川・湖

沼・湿地）における溶存有機物の生成・分解過程，沿

岸域における陸起源有機物の除去過程，海洋における

難分解性有機物の生成過程を解明する，といった研究

が行われています。

この他，学生による論文紹介等を行うグループ内の

セミナー（変遷ゼミ）が毎週１回開かれています。所

属する研究室によって行われている研究分野が異なる

為，普段自身が接することのない分野の勉強をするこ

とができます。また，時間に余裕のある時は，教員の

方々の研究内容についての発表も行われており，それ

ぞれの教員の研究内容の具体的な中身を知る良い機会

にもなっています。この変遷ゼミ以外にも各研究室で

それぞれ独自のセミナーを行っております。例えば私

が所属する杉本研究室では，毎週火曜日に「同位体ゼ

ミ」を開いており，変遷ゼミで発表した（あるいは発

表する予定の）論文紹介の内容を，より多くの時間を

かけて先生と学生で議論していきます。変遷ゼミでの

発表時間が発表２０分・質疑応答２０分しかないため，研

究室内のゼミでより時間をかけて議論をしていくこと

で，分野（特に同位体関連）の基礎的な知識から，そ

の基礎を如何に発展させて研究が行われているのか，

という事をじっくり学んでいきます。また，このセミ

ナーは入野先生の研究室と一緒に行われることもあり

ます。

本グループにて研究を行う上で私たちが重要だと

思っていることは，「自分たちの目で地球環境の現状

を観測し実感する」，つまり「実際にフィールドに出

て自身の手で観測を行う」ということです。地球環境

について理解する上で，勿論，室内実験での検証・解

析や観測衛星のデータやモデルシミュレーションを用

いた解析は必要不可欠ですが，実際に起こっている自

然現象について知見を得る場合，そのフィールドに自

写真２：本グループで使用している測定機器の一例で
す。a�：同位体質量分析計（MAT２５３; Thermo
Fisher Scientific，b�：同位体質量分析計（Del-
taV; Thermo Fisher Scientific），c�：液体クロマ
トグラフ質量分析計（micrOTOF-HS; Bruker
Daltonics），d�：レーザー回折・散乱型粒度分
析装置（LA―９２０; HORIBA）

写真３：東シベリアタイガ林の写真及び観測風景です。
a�：タイガ林内のフラックスタワーから撮影し
た写真，b�：タイガ林内の写真，c�：タイガ林
のカラマツの枝の採取風景，d�：タイガ林内に
て観測プロット作成中の風景（写真中の一番右
が杉本先生）
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ら赴きそれらを直接目の当たりにして観測すること

で，その現象に対するイメージをしっかりと描いて，

より深く理解することが可能となります。また，

フィールドで作業をするという事は，現地の研究者や

住人の協力が必須です。そのような方々とのコミュニ

ケーションをとる中で，研究活動というのが１個人で

は成り立たないことを理解し，様々な人達との繋がり

の大切さを肌で実感していきます。実際，私も既に何

回か海外のフィールドに赴いていますが，その度現地

の方々の協力を得て観測を行っており，現地の方々と

の繋がりの重要性というものを実感しています。この

他に研究を行う上で重要と思っていることは，分析技

術の習得です。分析技術は年々進歩しており，より短

時間でより多くの分析データを得ることが可能となり

ました。その為，最先端の分析技術に触れ，それを己

の技術として身に着けることは，今後の自分たちの研

究をより広く展開させていく上で必要不可欠なことで

す。

また，当然といえば当然のことではありますが，学

術論文を読む以外にも，海外の方々との交流をしてい

く上で英語の使用は避けられません。前述のとおり，

現在本グループには海外からの留学生も在学してお

り，日常会話は勿論のこと，セミナーでも英語で発表

が行われています。また，各研究室のセミナーでも日

本人の学生が英語で発表を行い，英語を「聞く」だけ

でなく「話して発表する」という，海外で活動する上

で必要となる技術の習得にも励んでいます。学部４年

の学生も英語で発表しなければならないので大変苦労

していますが，皆さんちゃんと発表できるように頑

張っています。

そして，最後に一つ。研究が（当然）メインの学生

生活ですが，定期的にグループ内でジンギスカンパー

ティーを行ったり，また環境科学院で行われるソフト

ボール大会に参加したり（そして何気にここ数年常に

３位以上をキープしていたり）と，様々な催し物に参

加して皆ワイワイ騒いでおり，普段の生活でも学年の

違いをあまり意識せずにのびのびと過ごしています。

ここまで，本グループの概要をざっと説明させても

らいましたが，より詳しいことを知りたい方は本グ

ループのホームページ（http://geos.ees.hokudai.ac.jp

/hensen/index.html）を御覧下さい。環境科学院は北

海道大学の正門から近く，札幌駅から来られる場合，

北大構内の中央まで行かずとも立ち寄れる所にありま

す。研究室の見学は勿論のこと，大学院の受験も歓迎

します。札幌にお越しの際には一度お立ち寄りくださ

い。

（北海道大学大学院環境科学院地球圏科学専攻

物質循環・環境変遷学コース

博士課程２年・上田哲大）

写真４：海底に打ちこんだ海底堆積物のピストンコアを
回収している作業風景です。見てのとおり，コ
アはかなり長いです。この後は，まずコアの深
度毎の色を測定し，その後コア中の粒子組成や
アルケノン等の有機物の測定を行い，古環境に
関する情報を取得していきます。

写真５：グループのセミナーの風景。学生による研究論
文の紹介発表です。基本的に日本語で行われま
すが，留学生の発表の時は英語が飛び交います。
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書 評

「古生物学事典 第二版」

編集：日本古生物学会

出版社：朝倉書店，５７６ページ

２０１０年６月１０日発行，１５，０００円＋税

ISBN９７８―４―２５４―１６２６５―３

本書は，日本古生物学会創立７５周年事業の一環とし

て古生物学会会員ならびに関連分野の研究者によって

分担執筆された，従来の化石記載系統分類の古生物学

から生命科学，環境科学分野の重要用語の説明を５０音

順に網羅した「総合事典」である。１９９１年に日本古生

物学会創立５０周年事業の一環として出版された「古生

物学事典」の改訂版である。

第二版は初版とは多くの相違点がある。まず，サイ

ズが一回り大きくなり（初版：A６判；第二版：B５

判），初版が本邦の古生物学を中心とした重要用語，

化石，人物名の掲載であったのが，第二版では日本を

飛び出し，グローバルな視点による古生物学重要用語

や関連諸科学用語や概念等の項目の充実（初版：約

５００項目；第二版：１，１００項目）が図られ，関連項目へ

の参照も示された「読む事典」となっている。また，

アカデミー論争や第四紀の時代区分の変更など古生物

学に関連した重要な出来事や，メンデルやダーウィン

といった生物進化の学問を大きく進歩させた科学者の

紹介等，科学史上の重要な用語記述の充実も第二版の

特徴と言える。詳細な記述には最近の研究成果も盛り

込まれ，引用された文献リストがついている場合もあ

るので，体系的な知識を学びたい学生や知識の整理や

深化を求める研究者にとって役に立つ配慮がなされて

いる。ただし，この文献リストには，引用した文献に

ついてかならずしもすべて記載されているわけではな

い。書面の都合もあったのかもしれないが，大変残念

な点である。付録については，例えば地質年代表に

は，各時代やその遷移期に生じた地球進化ならびに生

物界の進化や気候変動のイベントの記載がある。わく

わくするような地球の進化が一目でわかるようになっ

ているこのページは，専門家のみならずこの分野に関

心のある一般市民の興味を引くことであろう。一般社

会への啓蒙と言えば，折しも１９９２年に生物多様性条約

が締結されてから１０回目の締約国会議が日本で開催さ

れる今年に出版となった点も，この学問分野の一般社

会へのアピールになろう。さらに，初版より値段が

３，０００円強安くなっている点も大変ありがたい。

以上，第二版は詳細な説明を充実させたと同時に，

各項目の紹介で必要な写真掲載はあるものの化石写真

掲載ページを大幅に削減し，「読む事典」として様変

わりさせた。その結果，化石写真（巻頭）やその採集・

処理方法，生物分類表（巻末付録）といった「図鑑」

的要素をふんだんに盛り込んだ初版を引き立たせるこ

ととなった。初版の価値を失わせずに第二版を完成さ

せた点が秀逸である。

巻頭には，総勢１３１名の執筆者名，１５０余名の編集協

力者名が掲載されている。分担執筆の場合，執筆者間

の書きぶりに個性が出るため，バランスを取ることが

難しいと想像するが，多くの執筆者の文章をまとめ，

編集協力者の査読意見により客観性を担保しながら，

学生，教育・研究者，一般市民まで幅広い読者を満足

させる事典に完成させた編集委員各位の尽力には深く

感銘する。

（海洋研究開発機構地球環境変動領域・原田尚美）

「９６％の大絶滅―地球史におきた環境大変動」

著者：丸岡照幸

出版社：技術評論社，２１６ページ

２０１０年４月発行，１，５８０円＋税

ISBN９７８―４―７７４１―４２０５―０

近年，地球温暖化などを含む地球環境変動に関して

社会的関心が高いが，本書は高校生などを含む一般読

者を対象として，地球史という視点からかつて地球上

で起こった生物の大絶滅とそれを引き起こした環境変

動について紹介する。特に顕著な２つの時期における

生物大量絶滅を重点的に取り上げ，現在までに明らか

にされてきたことを，地球化学的な面を中心として分

かりやすく解説することに努めている。その記載は丁

寧で文章も理解しやすく，やや専門的な用語について

はコラム欄などできちんと説明されているので，用い

られている用語などで読者がつまずくことはない。話

の流れも，生物の大絶滅を起こした原因について，い

かに研究者がさまざまなアプローチを用いてそれを解

き明かしていったかという過程が時間的な経過をもっ

て説明され，推理小説における謎解きにも似た興味を
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読者に与えるように工夫されている。

本書は以下の５章で構成される。

第１章 環境変動と大量絶滅

第２章 白亜紀―第三紀（K-T）境界の大量絶滅

第３章 隕石衝突と環境変動

第４章 ペルム紀―トリアス紀（P-T）境界の大

量絶滅

第５章 過去の大量絶滅イベントと現代の「大量

絶滅」との比較

第１章では，地球上に生物化石が顕著に見いだされ

るようになったカンブリア紀（約５億４千万年前）以

降，特に大規模な５回の生物絶滅期があり，中でも本

書で取り上げたペルム紀―トリアス紀では約９６％もの

生物の絶滅が起こったとされていること，その原因と

なった環境変動を探るためには化学的アプローチが有

効であることなどを紹介している。第２章では，白亜

紀―第三紀境界における生物の大量絶滅について，そ

の原因として提起された隕石衝突説がどのような経過

をたどって受け入れられるようになったかについて詳

しく説明する。第３章では，隕石衝突によって引き起

こされる地球の大規模環境変動について，特に化学的

にどのような指標にその変化が見られるかを白亜紀―

第三紀境界におけるさまざまな実例に基づいて解説す

る。第４章では，地球史を通じて最大の生物絶滅が起

こったペルム紀―トリアス紀境界においては，著者ら

が研究している硫酸酸性雨による影響が見られる期間

の長さなどを含めて，隕石衝突を肯定する証拠は少な

く，シベリア洪水玄武岩の噴火や海洋無酸素事変など

を要因とする可能性が指摘されている。しかしこの境

界の時期に大規模な環境変動を示すさまざまな現象は

見出されていても，生物絶滅との因果関係については

明確になっているとは言いがたい。第５章では，人類

が引き起こしたと言われている現在の生物絶滅はその

影響は否定できないものの，単位時間あたりの絶滅比

率は地球史における５回の大規模な生物絶滅の時期に

比べると一桁程度低いとしている。なお著者も断って

いる通り，現在は第三紀という言葉は公式的な用語か

ら外されたが，本書ではこれまでの慣例上の用語とし

て用いている。

本書は一般向けの読者層を対象に書かれているが，

取り上げられている内容は専門的な面もきちんと紹介

され，また多くの事柄にも触れられているので，学生

や研究者などにとっても十分に読み応えのある内容と

なっている。地球史における環境変動が，地球化学的

な見地からはどのような現象として表れているかを知

るためには絶好の書である。現在の地球環境問題や地

球史などに関心をもつ人たちにも，是非一読すること

を勧めたい。

（東京大学地震研究所名誉教授・兼岡一郎）

「海の科学がわかる本」

藤岡換太郎編著

出版社：成山堂書店，２０４ページ

平成２２年１０月発行，１，９００円＋税

ISBN９７８―４―４２５―５３１２１―９

海洋の自然科学に関する肩の凝らない好著が上梓さ

れた。本書の印象を一言で述べれば，「サイエンスカ

フェ」の気楽で和やかな雰囲気ということになろう

か。コーヒーカップを片手に，リラックスした姿勢

で，講演者の軽妙な語り口に相づちを打ちながら，高

度な学問の片鱗に触れる。そのような贅沢な時間を１２

回楽しめる本である。

各章のタイトルを順に書き並べると，「地球システ

ム科学入門」「海洋物理の紹介と，エルニーニョ現象

の海洋物理的解釈」「海洋・海氷の変動が世界各地に

異常気象をもたらす―中高緯度大気循環場の大規模な

波動の役割―」「化学海洋学―二酸化炭素と海：現

在，過去，未来―」「海洋生物適応科学―海洋に生息

する生物について？ 海洋環境への適応」「海洋微生

物は何をしているのか？ ―物質循環の駆動力として

の働き」「地殻進化をとりまく原理の変遷とその最前

線」「気候のシミュレーションモデルの作り方」「北極

大異変」「日本の南極観測から」「海洋観測論１」「海

洋観測論２」と続く。タイトルはほとんどが長めだ

が，どこか謎めいている。思わずページをめくると，

親しみやすい記述に引き込まれ，一気に読み進んでし

まう。執筆者は章ごとに異なり，海洋学の最前線を担

う精鋭の研究者が厳選されている。内容が各章１０～２０

ページごとに独立しているので読み疲れることがな

い。前書きにも，「本書の読み方は，どこから読んで

もそれぞれが完結した内容になっていますので，まず

第１章を読んでいただいたら好きなところ，興味のあ

るところに飛んで読んでください」とある。重要な図

のいくつかはカラーの口絵写真としても収録されてい

る。索引も充実しており，後で読み直す際に便利であ

る。また，多くの章の最後に，さらに知識を深めたい
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読者のための参考図書が挙げられている。

本書は，前書きによると２００８年に独立行政法人海洋

研究開発機構（JAMSTEC）で実施された「海洋と地

球の学校」で配布されたテキストをもとにしていると

ある。系統立てて記載されたしかつめらしいスタイル

の教科書ではなく，場所を問わず気楽に読むことがで

きるが，内容は充実している。読み進むうちに，地球

上の北極から南極まで，時代にして地球の歴史４６億年

を俯瞰しつつ，海洋・大陸・大気に関わる最新の研究

成果を短時間で一望することができる。海洋の科学

が，物理学，化学，生物学，地学などに跨る強い学際

性をもち，思わぬ処に意外なリンケージが隠れていそ

うなことに気づくのも楽しい。これから海洋の研究を

本格的に進めようと考えている方，海洋の研究者が何

を考えているのか知りたい方，最近の海洋科学の成果

を少しのぞいてみたい方など，年齢を問わず多くの

方々に一読をお勧めする。

（東京大学大気海洋研究所・蒲生俊敬）
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地球化学に関連した研究集会，書評，研究機関の紹介などの原稿をお待ちしております。編集の都合上，

電子メールでの原稿を歓迎いたしますので，ご協力の程よろしくお願いいたします。次号の発行は２０１１年３

月頃を予定しています。ニュース原稿は１月下旬までにお送りいただくよう，お願いいたします。また，ホー

ムページに関するご意見もお寄せください。

編集担当者（日本地球化学会ニュース・HP幹事）
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